
P02

P06
P08
P09　
P09
P11

P18
P21
P22
P24

１０月１日現在
人口 人

　男 人

　女 人

世帯数 世帯

対前月比
人　

人　

人　

世帯

救える命がそこにある
　～11月は児童虐待防止月間です
人事行政の運営状況等を公表
DVをなくそう！ 
情報ステーション
　放課後児童クラブ嘱託支援員募集　
　児童扶養手当制度・特別児童扶養手当
　制度・遺児手当制度のご案内 
　第13回桶川市消費生活展を開催します
　多重債務者相談強化キャンペーン2016
健康ステーション
　ノロウイルスによる食中毒に注意を！！

P25
P25
P25
P34
P34
P36
P37

いっしょにＤＯですか？
　第３回オケちゃん駅伝競走大会参加チーム募集
　男女共同参画セミナー
まちの話題
　フォトスケッチ
　ボラライフ
　はっぴいばーすでい・おけがわ文芸
●各種無料相談
●健康づくり幸せづくり
●響の森情報
●市民伝言板
●休日当番医・ごみ収集・いいトコみっけ隊

P21
P24
P33
P38
裏表紙

31,447 ＋30

75,250
37,412
37,838

＋29
＋23
＋6

TEL：
FAX：

桶川市上日出谷 936－1

http://www.city.okegawa.lg.jp

桶川市役所（仮設庁舎）

人口と世帯

桶川市民まつりの様子
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統
計
で
み
る
児
童
虐
待

平平
成成
2277
年年
度度
のの
埼埼
玉玉
県県
内内
児児
童童
相相
談談
所所
でで
のの
虐虐
待待

相相
談談
のの
内内
容容
別別
件件
数数
はは
、、11
位位

心心
理理
的的
虐虐
待待（（
5533
・・

66
％％
））、、
22
位位

身身
体体
的的
虐虐
待待
（（
2244
・・
33
％％
））、、
33
位位

保保
護護
のの
怠怠
慢慢
・・
拒拒
否否
（（
2211
・・
11
％％
））、、
44
位位

性性
的的

虐虐
待待
（（
11
・・
00
％％
））
でで
しし
たた
。。（（
表表
ⒶⒶ
））

�
右
ペ
ー
ジ
①
４
倍
の
答
え

平平
成成
1177
年年
度度
（（
22
��
11
33
55
件件
））
とと
比比
較較
しし
たた
、、

平平
成成
2277
年年
度度
にに
おお
けけ
るる
県県
内内
児児
童童
相相
談談
所所
のの
児児
童童
虐虐

待待
通通
告告
受受
付付
件件
数数
（（
88
��
33
88
77
件件
））
でで
すす
。。（（
表表

ⒷⒷ
））

�
右
ペ
ー
ジ
②
２
位
隣
人
・
知
人
（
１７
・
２
％
）

の
答
え

平
成
27
年
度
に
県
内
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
た

虐
待
相
談
の
相
談
経
緯
は
、
警
察
等
（
51
・
1
％
）

に
次
い
で
近
隣
・
知
人
が
2
位
で
す
。
隣
人
・
知
人

の
虐
待
へ
の
関
心
が
、
虐
待
把
握
の
大
き
な
部
分
を

占
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。（
表
Ⓒ
）

�
右
ペ
ー
ジ
③
母
が
５０
・
１
％
の
答
え

平
成
27
年
度
の
県
内
児
童
相
談
所
に
お
け
る
主
た

る
虐
待
者
は
、
実
母
が
50
・
1
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
実
父
が
38
・
5
％
と
な
っ
て
お
り
、両
者
で
88
・

6
％
を
占
め
て
い
ま
す
。（
表
Ⓓ
）

昨
今
、
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
中
・
高

生
く
ら
い
ま
で
、
最
も
信
頼
し
て
い
る

は
ず
の
親
の
手
で
命
を
絶
た
れ
て
し
ま

う
と
い
う
、
な
ん
と
も
や
り
き
れ
な
い

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
読
ん
だ
り
す
る
機

会
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
っ
て
虐
待
？
」「
も
し
か
し

て
、
隣
の
あ
の
子
は
虐
待
を
受
け
て
い

る
の
で
は
？
」
…
。

虐
待
は
特
別
な
家
庭
に
の
み
起
こ
る

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
っ
か
け
は

育
児
不
安
、
ス
ト
レ
ス
、
孤
立
感
な
ど

か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も

は
、
心
に
大
き
な
傷
を
残
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

連
絡
（
通
告
）
す
る
こ
と
は
、
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て
い

る
家
庭
に
支
援
の
手
を
差
し
の
べ
、
子
ど
も
や
家
庭
を
救
う

こ
と
で
す
。
連
絡
（
通
告
）
に
よ
る
職
員
の
訪
問
は
、
支
援

の
き
っ
か
け
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
連
絡
者
や
連
絡

内
容
に
つ
い
て
は
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
、

結
果
的
に
通
告
（
相
談
）
が
間
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
責

任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。
連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

児
童
虐
待
の
発
生
防
止
に
は
、
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン

を
い
か
に
発
見
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

虐
待
で
苦
し
ん
で
い
る
人
へ

が
ま
ん
し
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

父
母
の
方
へ

た
と
え
ば
、
お
う
ち
で
…
…

子
育
て
に
疲
れ
た

子
ど
も
が
可
愛
く
な
い

し
つ
け
が
う
ま
く
い
か
ず
イ
ラ
イ
ラ
す
る

子
ど
も
を
た
た
い
て
し
ま
う

子
ど
も
に
暴
言
を
は
い
て
し
ま
う

地
域
の
皆
さ
ん
へ

た
と
え
ば
、
こ
ん
な
と
き
…
…

近
所
で
い
つ
も
子
ど
も
の
激
し
い
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
。

家
の
中
か
ら
怒
鳴
り
声
が
聞
え
る
。

子
ど
も
に
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
見
ら
れ
る
。

連
絡
先
▼
こ
ど
も
支
援
課
�
７８６
―
３
２
１
１
、
児
童
相
談

所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
�
１
８
９

【【県県内内児児童童相相談談所所ににおおけけるる虐虐待待通通告告受受付付件件数数のの推推移移】】‐‐表表ⒶⒶ
H27割合
（％）
21．2
23．7
32．7
14．8
7．6
100．0

計

1，782
1，992
2，739
1，238
636
8，387
100．0

心理的
虐待
1，140
1，171
1，403
533
248
4，495
53．6

性的虐待

1
9
15
30
27
82
1．0

保護の
怠慢・拒否

356
422
617
251
125
1，771
21．1

身体的
虐待
285
390
704
424
236
2，039
24．3

0～3未満
3～就学前
小 学 生
中 学 生
高 校 生 他

計
H27割合（％）

【【県県内内児児童童相相談談所所ににおおけけるる虐虐待待通通告告受受付付件件数数のの推推移移】】‐‐表表ⒷⒷ

【県内児童相談所における虐待相談の経路別件数の推移】‐表Ⓒ

【県内児童相談所における主な虐待者の推移】‐表Ⓓ

計

5，358

7，028

8，387

100．0

その他

436

499

608

7．2

学校

331

393

550

6．6

警察

2，124

3，411

4，284

51．1

児童
施設
29

42

48

0．6

医療
機関
156

150

216

2．6

保健所

20

6

5

0．1

児童
委員
16

18

19

0．2

福祉
事務所
461

476

513

6．1

児童
本人
45

42

44

0．5

近隣
知人
1，141

1，341

1，444

17．2

家族
親戚
599

650

656

7．8

25年度

26年度

27年度
H27割合
（％）

計

5，358
7，028
8，387
100．0

その他

348
456
470
5．6

実母以外の
母親
36
50
67
0．8

実母

2，931
3，375
4，200
50．1

実父以外の
父親
333
436
423
5．0

実父

1，710
2，711
3，227
38．5

25年度
26年度
27年度

H27割合（％）

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
…
…

児
童
虐
待
に
関
す
る
数
字
で
す
。
ど
ん
な
数
字
か
想
像

し
て
み
て
く
だ
さ
い
…
…

①
4
倍

②
2
位

隣
人
・
知
人（
17
・
2
％
）

③
母
が
50
・
1
％

※
答
え
は
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【児童虐待とは】
殴る、ける、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを
負わせる、溺れさせる、首を絞める、縄などにより一
室に拘束する など
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、性器を触る
又は触らせる、ポルノグラフィの被写体にする など
家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、
自動車の中に放置する、重い病気になっても病院に連
れて行かない など
言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、
子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（ドメス
ティック・バイオレンス：DV） など

身体的虐待

性的虐待

保護の怠慢・
拒否

心理的虐待

育児って疲れる

下の子のほうが
かわいい

子どもがうざい

夫が子育てに
協力してくれない

お母さんには
黙ってろ

救救
ええ
るる
命命
がが
そそ
ここ
にに
ああ
るる

〜〜
１１１１
月月
はは
児児
童童
虐虐
待待
防防
止止
月月
間間
でで
すす

平
成
２８
年
度
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語

「
さ
し
の
べ
て
あ
な
た
の
そ
の
手
い
ち
は
や
く
」

特集
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国
で
は
…

平平
成成
2266
年年
88
月月
かか
らら
、、
政政
府府
全全
体体
でで
効効

果果
的的
なな
対対
策策
にに
つつ
いい
てて
のの
検検
討討
をを
重重
ねね
、、

平平
成成
2277
年年
1122
月月
「「
スス
クク
スス
クク
ササ
ポポ
ーー
トト
・・

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
」」（（
すす
べべ
てて
のの
子子
どど
もも
のの

安安
心心
とと
希希
望望
のの
実実
現現
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
））
をを

決決
定定
しし
まま
しし
たた
。。

ささ
らら
にに
、、
平平
成成
2299
年年
44
月月
にに
、、
児児
童童
福福

祉祉
法法
なな
どど
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる
法法
律律
をを
施施

行行
しし
、、
児児
童童
虐虐
待待
にに
つつ
いい
てて
発発
生生
予予
防防
かか

らら
自自
立立
支支
援援
まま
でで
一一
連連
のの
対対
策策
のの
更更
なな
るる

強強
化化
をを
図図
るる
とと
しし
てて
いい
まま
すす
。。

埼
玉
県
で
は
…

平
成
27
年
度
、
県
内
の
児
童
相
談
所
が

受
け
た
児
童
虐
待
通
告
件
数
が
8
�
3
8

7
件
と
、
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ

た
平
成
12
年
以
降
最
多
の
件
数
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
平
成
28
年
度
に
お
け
る

取
組
み
と
し
て
は
、
児
童
虐
待
防
止
啓
発

事
業
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）
を
実
施
す
る
な
ど
、
啓
発
を
推
進
し
、

さ
ら
に
児
童
相
談
所
の
体
制
を
強
化
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市では、安心して子育てができ、赤ちゃんとママが健
康に過ごせるように、こんにちは赤ちゃん訪問事業を実
施しています。
訪問員は、赤ちゃんが誕生したすべてのご家庭（おお

むね４か月まで）に行き、育児の情報提供や相談、オケ
ちゃんバッグに入った育児情報をプレゼントしています。
ご不在の場合は、お手紙を入れさせていただき、次に

お会いできるようにしています。
生後４か月以降の育児相談も健康増進課でお受けして

いますので、気軽に相談してください。
�訪問にお邪魔しました

かな の

生後２か月の長女・奏乃ちゃんの訪問を受けた三井さ
んは「訪問は、１か月健診から４か月児健診までのちょ
うど中間の時期。いろいろ聞けるのでありがたいです。
子どもは３人目ですが、この訪問は初めて受けました。
地域の方の協力は助かります。」と話してくださいまし
た。

教育委員会では、小・中学校入学を控えた保護者を対象
とした「親の学習」講座を、就学時検診や学校説明会の
折に実施しています。埼玉県家庭教育アドバイザーを講
師に迎え、今までの子育てを振り返るとともに、今後の子
育てについて考えてもらう機会になればと考えています。
この講座は、家庭の教育力向上だけでなく、親同士の

交流や子育てネットワークの充実をねらいとしています。
子育ての不安や悩みを抱え込まないで、相談できる環境
づくりが児童虐待やDVの発生予防の一つになると考え
ています。
桶川の子どもたちが健やかに成長することを地域社会

全体で支え合う取組みを進めてまいります。

担
当
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
�
ど
の
よ
う
な
施
設
で
す
か
？

Ａ
�
昭
和
54
年
に
県
下
5
番
目
の
児

童
相
談
所
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
福
祉
に
関
す
る
様
々
な
相

談
に
応
じ
、
問
題
解
決
に
必
要
な
援

助
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
�
様
々
な
ケ
ー
ス
に
対
応
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で

感
じ
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
�
子
育
て
は
と
て
も
大
変
で
す
。

助
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
と
き
、
親

せ
き
・
知
り
合
い
・
公
共
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
利
用
し
、
と
に
か
く
早
く
助

け
を
求
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
子
育
て
」
を
「
孤
育
て
（
一
人
で

子
育
て
す
る
こ
と
）」
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
�
近
所
で
虐
待
が
疑
わ
れ
る
家
庭

が
あ
っ
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で

す
か
？

Ａ
�
警
察
に
通
報
す
る
こ
と
も
予
防

の
第
一
歩
で
す
が
、「
子
育
て
っ
て

大
変
よ
ね
。」
な
ど
、
寛
容
な
言
葉

を
か
け
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
だ
い

ぶ
違
う
と
思
い
ま
す
。
地
域
全
体
で

子
育
て
を
応
援
し
て
も
ら
え
た
ら
い

い
で
す
ね
。

★QRコードからアクセスすること
ができます。
（市ホームページ内の「子育てメー
ル相談」からもアクセスできます）

★相談の返答は、こども支援課がメ
ール相談を受け付けしてから、おお
むね２日以内に行います。

※メールの受信拒否、ドメイン指定受
信、迷惑メール防止機能などを設定
している場合は、メール相談を送信
する前にドメイン指定解除などの設定をお願いします。
（返答アドレス：kodomo@city.okegawa.lg.jp）

面接や電話で相談希望の人は

こどもと家庭なんでも相談をご利用ください。
☎777－7708

相談日時�火・木曜日午前１０時～午後４時
場 所�駅前子育て支援センター
詳しくは�こども支援課

児童生徒の問題行動などの原因は、心の問題とともに、
家庭・友人関係・地域・学校などの児童生徒を取り巻く環
境にあると捉え、スクールソーシャルワーカーは、家庭・
学校・地域・関係機関の橋渡しを行い、包括的な支援を行
います。
市では、市内小・中学校からの相談や要請に応じ、学校

との連携を図りながら、支援を必要とする児童生徒が置か
れた様々な環境に働きかけるとともに、関係機関などとの
ネットワークを活用しながら問題の解決を図っています。
【主な業務】
○問題を抱える児童生徒が置かれた環境への働きかけ
○関係機関などとのネットワークの構築、連携、調整
○学校におけるチーム体制の構築、支援
○保護者、教職員などに対する支援、相談、情報提供

里
親
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

【
里
親
と
は
】

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は
、
家
庭

の
温
か
い
愛
情
と
理
解
が
必
要
で
す
。
し

か
し
、親
の
病
気
や
離
婚
、虐
待
な
ど
様
々

な
事
情
に
よ
り
自
分
の
家
庭
で
生
活
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
乳
児
院
や
児
童
養

護
施
設
な
ど
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

里
親
と
は
、
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を

家
庭
に
迎
え
入
れ
、
一
時
的
ま
た
は
継
続

的
に
養
育
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

【
里
親
に
な
る
に
は
】

一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

登
録
の
前
に
研
修
を
受
講
し
て
も
ら
い
ま

す
。里

親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す

里
親
に
な
っ
て
子
ど
も
を
育
て
て
み
た

い
、
里
親
制
度
に
興
味
が
あ
る
人
の
た
め

に
里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
▼
里
親
制
度
の
概
要
説
明
、
里
親

の
養
育
体
験
談
、
質
問
や
情
報
交
換
な
ど

と
き
▼
１１
月
１２
日
㈯
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時と

こ
ろ
▼
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー
第
２

研
修
室
（
北
本
市
本
町
１
―
２
―
１
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼
１１
月
１０
日
㈭
ま
で

に
、
電
話
で
埼
玉
県
中
央
児
童
相
談
所

�
７７５
―
４
１
５
２
へ
。

相相談談窓窓口口のの紹紹介介
�こども支援課��７８６－３２１１

�児童相談所全国共通ダイヤル
（お近くの児童相談所につながります）

いちはや く

�１８９

�県中央児童相談所��７７５－４１５２

�子どもの人権110番�
�０１２０－００７－１１０（法務省）

�インターネット人権相談（総務省）

ああななたたのの子子育育ててをを支支援援ししまますす

かな の

三井幸子さんと奏乃ちゃん（末広在住）

おめでとうの気持ちを込めて…
ここんんににちちはは赤赤ちちゃゃんん訪訪問問事事業業

『いいつつででもも子子育育ててメメーールル相相談談』を
ご利用ください

～子育てにひとりで悩んだり、困ったりしたら
お気軽にご利用ください～

児童生徒を取り巻く環境の改善を図ります

ススススススススススススススススススススククククククククククククククククククククーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
のののののののののののののののののののの配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置

インターネット人権相談 検索

子育てに不安や悩みを相談できる
環境づくりをしています

親親親親親親親親親親親親親親親親親ののののののののののののののののの学学学学学学学学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習習習習習習習習事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業

埼埼
玉玉
県県
中中
央央
児児
童童
相相
談談
所所

〜
関
係
機
関
・
地
域
と
協
力
し
て

子
ど
も
・
家
庭
を
支
え
ま
す
〜

特特集集－－救救ええるる命命ががそそここににああるる～～１１１１月月はは児児童童虐虐待待防防止止月月間間でですす
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職員の分限および懲戒処分の状況（平成27年4月1日～平成28年3月31日）5

職員の服務の状況6

職員の研修の状況（平成27年4月1日～平成28年3月31日）7

職員の福祉および利益の保護の状況（平成27年4月1日～平成28年3月31日）8

埼玉県央広域公平委員会からの報告事項9

市では、市職員の給与や勤務条件の状況などを市民の皆さんに知っていただくために、人事行
政の運営状況をお知らせします。 詳しくは�職員課

⑴分限処分 8人

⑴職員の守るべき義務の概要
法令等および上司の職務上の命令に従う義務、信用
失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念する
義務、政治的行為の制限、争議行為等の禁止、営利

企業等の従事制限
⑵営利企業等従事の許可状況
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）
1件（区長） 56件（統計調査員）

職員研修の概要 延べ557人参加
①階層別研修 185人
内訳：新規採用職員研修（前期・後期）、中堅職員研

修Ⅰ（主事技師級研修）、中堅職員研修Ⅱ（意
識改革研修）、中堅職員研修Ⅲ（憲法）、主
査級研修、主幹級研修、課長級研修 ほか

②特別研修 261人
内訳：人事評価者研修、行政対象暴力研修、メンタ

ルヘルス研修、タイムマネジメント研修 ほか
③派遣研修 111人
内訳：自治大学校、彩の国人づくり広域連合、市町

村アカデミー、北足立北部共同研修会 ほか

⑴定期健康診断の実施状況 400人 ⑵公務災害等の発生状況 公務中 2件、通勤中 0件

⑴勤務条件に関する措置の要求の状況
平成27年度は、措置要求案件はありませんでした。

⑵不利益処分に関する不服申立ての状況
平成27年度は、不服申立て案件はありませんでした。

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

⑴新規採用の状況（平成28年4月1日現在）

任期付

10

5

1

0

0

4

0
※再任用・任期付については、平成28年4月1日に在籍している職員数です。

⑵退職の状況（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

合 計

25

1

そ の 他
任期満了
7

0

再任用

27

18

－

5

3

1

2

死亡退職
0

0

新規採用
採用人数

合計
15

12

－

2

－

1

－

失 職
0

0

女
3

2

－

0

－

1

－

懲戒免職
0

0

男
12

10

－

2

－

0

－

分限免職
0

0

受験
人数

91

79

－

5

－

7

－

普通退職
2

0

区 分

一 般 行 政 職

事 務 職 （ 一 般 ）

事務職（社会福祉士）

技 術 職 （ 土 木 ）

技 術 職 （ 建 築 ）

保 育 士

現 業 職

勧奨退職

0

0

定年退職

16

1

区 分

一般行政職

現 業 職

職員の任免および職員数に関する状況1

⑸職員数の状況（各年4月1日現在）
H28
439

H27
440

H26
436

H25
437

H24
433

H23
430

H22
430

H21
434

H20
435

H19
439

職 員 数

職員の給与の状況3

⑷職位別昇格者数（平成28年4月1日付）
主事級
24

主任級
14

主査級
5

主幹級
12

課長級
6

次長級
9

部長級
6

職 位
昇 格 者 数

⑶部門別職員数
（各年4月1日現在：地方公共団体定員管理調査から）

対前年
増 減

0
0
0
0
0

＋2
△3
0
0

△1
△2
△2
△3
0

＋2
＋2
△1

※地方公務員の育児休業等に関する法律に基づく任期付職員については
除外しています。

職員数
H28
5
103
28
1
4
10
50
120
35
356
50
50
406
10
23
33
439

H27
5
103
28
1
4
8
53
120
35
357
52
52
409
10
21
31
440

部 門

議 会
総 務
税 務
労 働
農 水
商 工
土 木
民 生
衛 生

一般行政計 A
教 育

特別行政計 B
普通会計の計 C=A+B

下 水
その他

公営企業の計D
合計 C+D

⑴職員給与費の状況（平成28年度普通会計予算）
給 与 費

計

2，653，697千円

注1）職員手当には退職手当を含みません。
注2）給与費は当初予算に計上された額です。

期末・勤勉手当

635，239千円

職員手当

461，919千円

給料

1，556，539千円

職員数

438人

区分

28年度

⑵職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成28年4月1日現在）
一般行政職

平均年齢
38．3歳

平均給料月額
301，976円

⑶職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）
初任給
183，300
154，300
183，300
149，000
176，700
144，600

区 分
大学卒
高校卒
大学卒
高校卒
大学卒
高校卒

一般行政職

一般行政職

一般行政職

桶 川 市

埼 玉 県

国

⑷職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成28年4月1日現在）
経験年数

20年以上25年未満
374，835円
338，008円

経験年数
10年以上15年未満
286，146円
244，234円

区 分

大学卒
高校卒

一 般
行 政 職

⑸人件費の状況（平成27年度普通会計決算）

注）人件費には、特別職に支給される給料、
報酬などを含みます。

人件費比率（B/A）

16．7％

人件費B

3，749，192千円

実質収支

381，375千円

歳出額A

22，408，321千円

住民基本台帳人口
平成28年1月1日現在

75，071人

区 分

27年度

⑺職員手当の状況（平成28年4月1日現在）
地域手当

（支給率）
10％

（支給率）
10％

桶川市地域

住居手当（月額）

借家等居住者最高
27，000円まで
持家居住者
4，500円

借家等居住者最高
27，000円まで

扶養手当（月額）

配偶者 13，000円
配偶者以外 6，500円
満16～22歳までの子

5，000円加算

配偶者 13，000円
配偶者以外 6，500円
満16～22歳までの子

5，000円加算

退職手当
勧奨・定年
25．55625月分
34．5825月分
49．59 月分
49．59 月分
勧奨・定年
25．55625月分
34．5825月分
49．59 月分
49．59 月分

自己都合
20．445月分
29．145月分
41．325月分
49．59月分
自己都合
20．445月分
29．145月分
41．325月分
49．59月分

勤続年数
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度
勤続年数
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度

期末・勤勉手当

年間支給率4．2月分（2．2月分）
職制上の段階、職務等による加算措置
（ ）は、再任用短時間勤務職員に係
る支給割合

年間支給率4．2月分（2．2月分）
職制上の段階、職務等による加算措置
（ ）は、再任用短時間勤務職員に係
る支給割合

区分

桶
川
市

国

地域における民間の賃金水準や物価等の事情を考慮して支給する手当
交通機関利用者は運賃相当額、交通用具利用者は距離に応じて算出した額
著しく危険、不快な業務など、特殊な業務に従事する職員に対し
て支給する手当、清掃作業手当や行旅死亡人取扱手当など6種類
1時間当たりの算出方法

175
100

～
125
100

×
（給料月額＋地域手当）×12月
（1週間の勤務時間×52）－（祝日及び年
末年始の休日の日数×1日の勤務時間）

地 域 手 当
通 勤 手 当

特殊勤務手当

時間外手当

⑻特別職の報酬の状況（平成28年4月1日現在）
期末手当

年間3．65月分

年間3．90月分

給料月額等
912，000円
780，000円
437，000円
384，000円
358，000円

区 分
市 長
副市長
議 長
副議長
議 員

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況4

⑴勤務時間の状況（平成28年4月1日現在）
勤務時間の割り振り

週休日
土・日曜日

休憩時間
60分

終業
17：15

始業
8：30

1週間の勤務時間

38時間45分

⑶育児休業等取得状況（平成27年4月1日～平成28年3月31日）
女
8
8

男
0
3

区 分
継 続
新 規

⑷時間外勤務の状況（平成27年4月1日～平成28年3月31日）
平均時間外勤務時間数

（1ヵ月）
12．1

時間外勤務
総時間数
50，203

対象職員数

346

⑵年次有給休暇の取得状況（平成27年4月1日～平成28年3月31日）
平均取得日数
8．8日

対象職員数
438人

総取得日数
3，834日

総付与日数
16，492日

⑹一般行政職の級別職員数の状況（平成28年4月1日現在）（標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です）

計

311
100％

※特定業務等従事任期付職員については除外しています。

8級
部長
9
2．9％

7級
次長
9
2．9％

6級
課長
31

10．0％

5級
主幹
14
4．5％

4級
主査
60

19．3％

3級
主任
68

21．9％

2級
主事・技師
102
32．7％

1級
主事補・技師補

18
5．8％

区分
標準的な職務内容
職員数
構成比

職員の人事評価の状況（平成27年度）2

内 容
【能力評価】平成27年1月1日～12月31日
【実績評価】平成27年4月1日～平成28年3月31日
【能力評価】平成28年1月1日・【実績評価】平成28年2月1日
特別職、他団体から派遣されている職員を除く全職員
【能力評価】職務遂行過程における能力の発揮状況
【実績評価】業務目標の達成度

区 分

評 価 期 間

評価基準日
評価対象者

評 価 項 目
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���������������������������������������������������

配偶者等からの暴力（DV）、性犯罪、ストーカー行
為、セクハラなど女性に対する暴力は、女性の人権を
侵害するものであり、決して許される行為ではありま
せん。国・県・桶川市では、毎年さまざまな活動を行
い、女性に対する暴力防止に取り組んでいます。

ドメスティック・バイオレンス（DV）って？
DVとは、「夫婦や恋人など親密な関係にある人、
またはあった人からの暴力による支配」です。命に
も関わる暴力であり、重大な人権侵害です。これま
では、配偶者や恋人などパートナーからの暴力は、
「個人的な問題」として、見過ごされてきました。
そのため、一人で悩み苦しんでいる人やDVをされ
ていることに気がついてない人もいます。

女性の４人に１人が暴力を受けています
内閣府の調査では、女性は４人に１人、男性は６
人に１人が配偶者からの何らかの暴力を経験してお
り、DVはとても身近な問題です。
また、暴力をふるう加害者に一定のタイプはなく、
年齢、学歴、職業、社会的地位に関係がありません。
誰に対しても暴力的な人もいれば、人当たりが良く
て「え？まさか、あの人が！」と思われる人もいま
す。

ＤＶをなくそう！
１１月１２日～２５日は「女性に対する暴力をなくす運動」週間です

詳しくは�人権・男女共同参画課

暴力の種類
思い当たることはありませんか？これらはすべて
暴力です。

暴力の種類 具体的な事例

身体的暴力 殴る・ける・相手に物を投げる・外へ閉め
出す など

精神的暴力 大声で怒鳴る・無視する・他の人と交際を
禁止する など

性的暴力 望まない性行為の強要・避妊に協力しない
など

経済的暴力 必要な生活費を渡さない・家計の管理を独
占する など

※これらの暴力は重複したり、繰り返し行われるのが特徴です。

子どもの面前での暴力も児童虐待
子どもに直接暴力をふるわなくても、子どもの目
の前で配偶者などへ暴力をふるうことも児童虐待で
す。暴力のある環境で育つと、「自分の思い通りに
するために、暴力をふるってもいい」「相手の機嫌
が悪いのは、自分が悪いからだ」と考えるようにな
り、DVの加害者や被害者になってしまうことがあ
ります。

☆☆☆一人で悩まず相談を！☆☆☆
特設DV電話相談
１１月１４日㈪・１５日㈫・１６日㈬
DVの知識をもった職員が電話で相談に応じます。
秘密厳守ですので、安心して人権・男女共同参画課
�７８６－３２１１へ電話してください。
相談窓口
○人権・男女共同参画課 �７８６－３２１１
月～金曜日 ８：３０～１７：１５（祝日・年末年始を除く）
○埼玉県配偶者暴力相談支援センター �８６３－６０６０
月～土曜日 ９：３０～２０：３０
日曜・祝日 ９：３０～１７：００（年末年始を除く）
○With You さいたま（埼玉県男女共同参画推進センター）
�６００－３８００
月～土曜日 １０：００～２０：３０

（年末年始、祝日、第３木曜日を除く）
○上尾警察署生活安全課 �７７３－０１１０
※緊急の場合は迷わず１１０番

暴力のサイクル

加害者の機嫌が
悪くなり、ささ
いなことでイラ
イラします。

加害者は優しくなります。
暴力を謝罪し、二度と暴
力はしないと誓うなど、
暴力を後悔します。

加害者は怒りが
コントロールで
きず、激しい暴
力をふるいます。

女性に対する暴力根絶のための
シンボルマーク

ハネムーン期

爆発期緊張期
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全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」強
化
週
間
実
施
の
お
知
ら
せ

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
、
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
設
定
し
、
専
用

相
談
電
話
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
き
▼
11
月
14
日
㈪
〜
11
月
20
日
㈰
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

※
11
月
19
日
㈯
お
よ
び
11
月
20
日
㈰
は
、

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

電
話
番
号
▼
0
5
7
0
―
070
―
810

相
談
担
当
者
▼
法
務
局
職
員
お
よ
び
人

権
擁
護
委
員
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ
�
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
�
８５９
―
３
５
０
７

放課後児童クラブ嘱託支援員（放課後児童支援員）募集
放課後児童クラブでは嘱託支援員を募集します。
試 験 日�随時
試験会場�保健センター 試験方法�作文および面接
募集人員�2人 申込資格�昭和32年4月2日以降に生まれた人
申 込 み�履歴書および資格証の写し（見込証明書などの原本）または卒業

証明書（見込証明書などの原本）を保育課へ持参してください。
そ の 他�資格要件や採用後の勤務条件など詳しくは、保育課で配布する募

集案内やホームページをご覧ください。
詳しくは�保育課

協働推進提案事業（平成２９年度実施予定事業）募集のお知らせ
市民の皆さんの知恵やノウハウを活かして、市と一緒になって事業を行いませんか。

何らかの目標を共有し、ともに力を合わせて活動することを「協働」といいます。市との協働により身近な
地域の課題解決に向けて取り組みましょう。
提案された事業は、桶川市協働審議会での審査を経て採択されれば、協定書を締結して市と協働で実施され

ます。さらに採択された事業には補助金を交付します。

提案できる人�
市民公益活動団体（ボランティア団体、NPO法
人、自治会などの地域団体、PTA、子ども会など）
※応募資格要件あり。詳細は募集要項を参照くださ
い。

対象事業�
団体が自由にテーマを設定する提案（自由提案型）、

市の設定したテーマに対しての提案（テーマ設定
型）のいずれかで、次の①～③すべてを満たすもの。
①市内で行う公益的・社会貢献的な事業であって、
市民公益活動団体と市が一緒に協力・連携して取
り組むことにより、地域課題または社会的課題の
解決が図られる事業

②提案する団体の目的または通常の活動に沿った事
業

③提案する団体と市の役割分担が明確で、双方の責
任において実施される事業で、平成29年4月1日
から平成30年3月31日までの期間に実施・完了す
る事業
補助額�1事業あたり上限100万円
※活動歴1年未満の団体は上限10万円
提案書提出期間�11月1日㈫～12月22日㈭
※提案を希望する団体は、提案書提出期限前までに
必ずご相談ください。
審査�桶川市協働審議会で書類審査会や口頭説明会
を行い、審査します。
※事業の詳細は、11月1日以降配布予定の募集要項
をご覧ください。募集要項・申請書類は、自治文
化課、市民活動サポートセンター、地域福祉活動
センターに設置します。ホームページからもダウ
ンロードできます。

詳しくは�自治文化課または市民活動サポートセンター

市役所市民課窓口・
駅西口連絡所からのお知らせ
戸籍システム機器更新のため、戸籍・除
籍の謄抄本、附票・身分証明書などの発行
を次のとおり休止します。
なお、住民票、印鑑登録証明書などの証
明書類については、通常どおり発行します。
【駅西口連絡所（おけがわマイン4階）】
11月11日㈮午後5時15分～7時30分

【市役所市民課】
11月12日㈯午前8時30分～午後5時15分
詳しくは�市民課

１１月

2016．1199
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で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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　 動 報 告
かつ

どう ほう こく
「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」
へ
の

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
お

よ
び
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向

け
給
付
金
の
申
請
は
お
早
め
に

【児童扶養手当制度】

子どもの人数 月額（全額支給） 月額（一部支給）

1人 42，330円 42，320円～9，990円

2人 10，000円 9，990円～5，000円

3人
以上

6，000円
（1人につき）

5，990円～3，000円
（1人につき）

※所得制限があります。申請者やその配偶者および
同居など生計を同じくしている扶養義務者（申請
者の直系親族、兄弟姉妹）の所得によって支給停
止となる場合があります。

【特別児童扶養手当制度】

障害の状態 月額（1人について）

1級（重度） 51，500円

2級（中度） 34，300円
※所得制限があります。申請者やその配偶者および同居な
ど生計を同じくしている扶養義務者（申請者の直系親族、
兄弟姉妹）の所得によって支給停止となる場合がありま
す。

市
で
は
、
市
民
な
ど
と
企
業
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桶
川
山
岳
連
盟

桶
川
山
の
会

様

皆
さ
ん
の
緑
化
に
対
す
る
善
意
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
橋
ナ
ホ
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
弟
子
様

箏

2
面

華
芳
会

棚
橋

華
代
井

様

箏

1
面

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

株
式
会
社
ノ
ジ
マ

様

電
池
、
飲
料
水
、
洗
濯
機
な
ど
家
電
製

品
詳
し
く
は
�
契
約
管
財
課

8
月
下
旬
に
支
給
対
象
者
に
な
る
可
能

性
の
あ
る
人
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

支
給
対
象
者
▼
平
成
28
年
1
月
1
日
に

桶
川
市
に
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
て
、
平

成
28
年
度
市
県
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人
（
非
課
税
の
人
）

※
た
だ
し
、
次
の
人
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

�
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
人

�
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

申
請
期
限
▼
12
月
28
日
㈬【
消
印
有
効
】

ま
で
な
の
で
、
申
請
書
が
届
い
た
人
は
早

め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
申
請
の
受
付
け
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
▼
申
請
書
が
届
い
た
人
は
必

要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
と
と
も
に

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
福
祉
給
付
金
窓
口
（
分
庁
舎
下

水
道
課
前
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
土
日
・

祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
）

問
合
せ
�
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
�
７８７
―
９
１
１
１
、
９
１
１
２

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
）

児
童
扶
養
手
当
制
度

父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
人
や
、
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障

害
の
あ
る
人
、
父
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
に
、
手

当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

支
給
対
象
者
▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
父
ま
た
は
母

も
し
く
は
養
育
者

�
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
害
（「
父
ま

た
は
母
の
障
害
の
基
準
」
の
い
ず
れ
か
に

該
当
）
が
あ
る
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

�
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子

ど
も

※
婚
姻
に
は
、
婚
姻
届
を
提
出
し
て
い
な

い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
場
合
（
内
縁
関
係
な
ど
）
を
含
み

ま
す
。次

の
よ
う
な
場
合
に
は

こ
の
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

�
申
請
者
や
子
ど
も
が
日
本
国
内
に
住
所

を
有
し
な
い
と
き

�
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
母
子

生
活
支
援
施
設
な
ど
を
除
く
）
に
入
所
し

て
い
る
と
き

手
当
額
▼

支
給
期
間
▼
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
子

ど
も
が
満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
3
月
31
日
ま
で
（
た
だ
し
、
子
ど
も
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
に
な
る

ま
で
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ

る
子
ど
も
を
家
庭
で
育
て
て
い
る
人
に
、

手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

支
給
対
象
者
▼
精
神
ま
た
は
身
体
に
一

定
の
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を

家
庭
で
育
て
て
い
る
人
（
障
害
の
あ
る
子

ど
も
と
は
、
精
神
の
障
害
の
場
合
は
1
人

で
は
ま
っ
た
く
日
常
生
活
が
で
き
な
い
か
、

著
し
く
制
限
さ
れ
る
程
度
。
身
体
の
場
合

は
、
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
一
、
二

級
ま
た
は
三
級
程
度
）

次
の
よ
う
な
場
合
に
は

こ
の
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

�
申
請
す
る
人
や
子
ど
も
が
日
本
国
内
に

住
所
を
有
し
な
い
と
き

�
子
ど
も
が
障
害
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

�
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
と
き

手
当
額
▼

遺
児
手
当
制
度

支
給
対
象
者
▼
親
権
者
、
後
見
人
そ
の

他
の
人
で
あ
っ
て
、
父
ま
た
は
母
も
し
く

は
父
母
が
共
に
死
亡
し
て
い
る
世
帯
の
子

ど
も
を
現
に
監
護
し
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
人

※
こ
の
制
度
に
所
得
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。手

当
額
▼
子
ど
も
1
人
に
つ
き
月
額
2

千
円支

給
期
間
▼
受
給
資
格
を
認
定
さ
れ
た

日
の
属
す
る
月
か
ら
、
満
20
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
、
ま
た
は
受

給
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で

去る１０月１日㈯・２日㈰に「第２５回川田谷公民館サークル

発表会」が開催されました。

会場には、精工な木工作品を始め、趣のある焼物作品や木

版画、自然美溢れる写真、丹念に作られた折り紙と編み物、

美しいフラワーアレンジメントなど、盛りだくさんな作品が

展示され、来場された方達の関心を引くとともに、私も趣味

の域を超えた素晴らしい作品の数々に感銘を受けました。

作品の展示以外にも、ダンス・体操披露や楽器演奏、コー

ラス、空手演舞、紙芝居、昔話の語りなどがあり、公民館全

体が皆さんの素敵な笑顔で大変賑わっておりました。

また、抹茶やコーヒー、クッキー、まんじゅうなどの販売

も行われ、私も美味しくいただきながら、和やかなひと時を

過ごすことが出来ました。

地域で身近な公民館でのサークル活動は、仲間との交流や

ふれあいを通して、生きがいづくりや健康づくりにつながり、

更には、地域コミュニティの活性化にも大いに寄与するとい

うことを強く感じました。

桶川市長

vol．35

市長元気通信児
童
扶
養
手
当
制
度
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
・
遺
児
手
当
制
度
の
ご
案
内

詳
し
く
は
�
こ
ど
も
支
援
課

「公民館サークル発表会」
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第
11
回
農
業
委
員
会
総
会

第
2
回
総
合
教
育
会
議

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成

市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す

教
育
委
員
会
第
11
回
定
例
会

学
校
給
食
運
営
委
員
会
・
物
資
選

定
部
会
お
よ
び
学
校
給
食
運
営
委

員
会
の
公
開
の
お
知
ら
せ

第
2
回
い
じ
め
対
策
委
員
会

公
開
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
小
・
中
学
校
お
よ
び

教
育
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
職
員
の
登

録
者
を
募
集

平
成
29
年
度
市
立
小
・
中
学
校

臨
時
的
任
用
教
員
の
募
集

と
き
▼
11
月
21
日
㈪
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
201

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
5
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
12
月
19
日

㈪
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
農
業
委
員
会
事
務
局

こ
の
会
議
は
、
市
長
と
教
育
委
員
会
が

円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
り
、
本
市
の
実
情

に
応
じ
た
教
育
、
学
術
お
よ
び
文
化
の
振

興
を
図
る
た
め
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策

な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
行
う
も
の

で
す
。

と
き
▼
11
月
28
日
㈪
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
301

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
企
画
調
整
課

こ
の
大
会
は
、
未
来
を
担
う
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成
を
目
指
し
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
三
者
が
一
体
と
な

り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
に
よ
り
一

層
の
充
実
と
発
展
を
願
う
も
の
で
す
。

と
き
▼
11
月
19
日
㈯
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
0
時
45
分

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

費
用
▼
無
料

内
容
▼
①
市
民
会
議
表
彰
、
②
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
朗
読
、
③
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
展
示
、④
講
演「
ネ

ッ
ト
依
存
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
現
状
〜
家

庭
の
親
子
で
の
関
わ
り
方
〜
」（
講
師：

全
国
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
議
会
理

事
長
安
川
雅
史
さ
ん
）

主
催
▼
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民

会
議共

催
▼
青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議

問
合
せ
�
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市

民
会
議
事
務
局
（
生
涯
学
習
文
化
財
課
）

と
き
▼
11
月
22
日
㈫
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
12
月
21
日

㈬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

○
第
1
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
・
物
資

選
定
部
会

と
き
▼
11
月
2
日
㈬
午
後
3
時

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

○
第
2
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会

と
き
▼
11
月
24
日
㈭
午
後
3
時

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
桶
川
市
学
校
給
食
運
営
委

員
会
事
務
局
（
学
校
支
援
課
）

と
き
▼
11
月
25
日
㈮
午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

勤
務
場
所
▼

①
②
③
⑦
↓
市
内
小
・
中
学
校

⑧
↓
市
内
小
学
校

④
↓
市
内
中
学
校

⑤
⑥
↓
市
教
育
セ
ン
タ
ー

勤
務
日
▼

①
②
⑧
↓
授
業
日

③
↓
授
業
日
の
う
ち
、
原
則
週
3
日
間

④
↓
授
業
日
お
よ
び
長
期
休
業
中

⑤
⑥
↓
授
業
日
お
よ
び
長
期
休
業
中
の
う

ち
、
原
則
週
3
日
間

⑦
↓
授
業
日
の
う
ち
、
週
2
日
程
度

勤
務
時
間
▼
各
職
種・学
校
な
ど
に
よ
る

応
募
期
間
▼
11
月
2
日
㈬
〜
12
月
20
日

㈫
※
土
日
・
祝
日
を
除
く
。

応
募
方
法
▼
必
要
書
類
を
直
接
、
学
校

支
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
▼
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

①
②
⑤
⑦
⑧
は
、
教
員
免
許
状
の
写
し
な

ど
各
種
資
格
を
証
明
す
る
も
の

採
用
▼
面
接
（
平
成
29
年
1
月
下
旬
予

定
）
に
よ
り
決
定
。
詳
し
い
日
時
に
つ
い

て
は
、
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
度
に
市

内
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
臨
時
的
任
用

教
員
と
し
て
勤
務
を
希
望
す
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

勤
務
場
所
▼
市
内
小
・
中
学
校

勤
務
条
件
▼
週
5
日
勤
務
、
1
日
7
時

間
45
分
勤
務
、
月
給
制
（
県
の
給
与
条
例

に
よ
る
）
※
勤
務
期
間
や
勤
務
開
始
日
は

勤
務
形
態
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
学

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
▼
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の

教
員
免
許
状
を
有
す
る
人
（
取
得
見
込
み

も
可
）。
地
方
公
務
員
法
第
16
条
お
よ
び

学
校
教
育
法
第
9
条
の
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
人

応
募
受
付
▼
第
1
次
締
切
り
12
月
26
日

㈪
※
そ
の
後
も
随
時
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
▼
学
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
面
接
日
を
調
整
し
ま
す
（
1
月
下

旬
予
定
）。
面
接
の
際
、
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
と
該
当
免
許
状
（
取
得
見
込
み

の
人
を
除
く
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
▼
面
接
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

※
必
ず
採
用
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

○
非
常
勤
講
師
も
募
集
し
て
い
ま
す

常
勤
が
難
し
い
場
合
は
、
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
�
学
務
課

11月は「いじめ撲滅強調月間」です
県は、11月を「いじめ撲滅強調月間」に制定し、いじめの根絶に集中的に取り組んでいます。いじめに遭っ

たり、気が付いたりしたら、一人で悩まずご相談ください。
�よい子の電話教育相談【２４時間３６５日対応】

な や みゼロゼロ

子ども（１８歳以下）専用 �＃７３００
ハ ロー さ い の く に

または０１２０－８６－３１９２
こ こ ろ お は な し

保 護 者 専 用 �０４８－５５６－０８７４
E メ ー ル 相 談 soudan@spec.ed.jp
いじめメール相談フォーム（右のQRコードから入れます。）
問合せ�県青少年課�８３０－５８５８

�桶川市教育センター�７８６－３２３７
【月～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前９時１５分～午後４時３０分】

�桶川市いじめ１１０番専用ダイヤル�７８６－１５５５
【月～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前９時１５分～午後４時３０分】

詳しくは�学校支援課

……………… １１月１日は「彩の国教育の日」です ………………

県では、教育に関する理解を深めていただくため、11月1日を「彩
の国教育の日」、11月1日～7日を「彩の国教育週間」としています。
「彩の国教育の日」をきっかけに、子どもたちの健やかな育成に
ついて、一緒に考えてみませんか。詳しくは「彩の国教育の日」で
検索し、県ホームページをご覧ください。
問合せ�県家庭地域連携課�８３０－６９７６

募集職種 勤務内容・勤務時間 応募資格

①教育指導
補助員

授業の指導補助および
その他教育業務

原則教員免許状を有し、子ど
もが好きで語学やパソコン、
ピアノなどが得意な人歓迎。
経験者の応募も可。

②特別支援
指導補助
員

特別支援学級を中心と
した、教育的支援や配
慮を必要とする児童生
徒の指導補助

特別支援教育に理解と意欲が
あり、子どもとともに行動で
きる人。原則教員免許状、保
育士資格などを有する人。

③学校図書
館教育補
助員

図書の貸出や読み聞か
せ、本の修理など、学
校図書館教育の補助

図書館教育に理解と意欲があ
り、読書や読み聞かせが好き
な人。

④桶川市
さわやか
相談員

子どもの「心の悩み」
に対応した、相談およ
び指導・支援

学校教育に理解があり、子ども
の悩みについて学校教育相談に
関する知識や経験を有する人。

⑤桶川市
学校適応
指導教室
指導員

適応指導教室に通う不
登校などの児童生徒の
学校復帰に向けた教育
業務

学校教育に理解があり、不登校
などの児童生徒とかかわった経
験のある人。小学校または中学
校の教員免許状を有する人。

⑥桶川市教
育センタ
ー相談員

子育て・不登校・暴力・
いじめなどに関する悩
みの面接相談、電話相
談業務

保護者・子どもの学校生活な
どの悩みについて、相談に応
じることのできる知識や経験
を有する人。

⑦日本語
指導員

帰国子女や外国籍児童
生徒など、日本語の理
解が十分でない児童生
徒の指導

原則教員免許状を有する人。

⑧小１プロ
ブレム学
級支援員

小学校低学年（主に１
年生）の教育活動にお
ける担任の補助

原則教員免許状または保育士
資格を有し、小学校低学年の
教育指導などに理解と意欲が
あり、子どもが好きな人。

彩の国教育の日 検索

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
シ
ニ
ア
の

人
へ
「
平
成
28
年
度
埼
玉
県
高
齢
者
等

介
護
職
就
労
支
援
事
業
」
参
加
者
募
集

桶
川
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

桶
川
市
い
き
い
き
健
康
農
園

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

9月号では、アルツハイマー病に代表される認知症について説明しました。高齢になれば誰でもなりうる
病気であり、認知症の人と家族が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるには、地域の人たちの病気に対す
る正しい理解と温かい見守りの目が欠かせないという話でした。
今回は、認知症と診断されたり、その疑いがある時に活用していただける、認知症ケアパスについて紹介

します。

認知症ケアパスは、認知症が疑われる言動・初期の症状、歳相応の物忘れとの違い、相談できるとこ
ろ（病院、行政窓口、家族会など）の紹介、さらに病気の進行に伴う本人の様子や想いの例、家族の接
し方や心構え、その時々に利用できる医療や介護のサービス、市独自の生活支援サービスの内容などを、
わかりやすい形で示した冊子です。

認知症ケアパスを必要とされる人たちのもとに充分な情報をお届けできるよう、現在、医療・介護の専門
職により内容を協議中です。
認知症の人もそうでない人も、全ての人にとって暮らしやすい桶川を目指して！
市では認知症を正しく理解し、認知症の人への接し方を学ぶ認知症サポーター養成講座を随時開催してい

ます。受講して、認知症の人や家族を地域で支える応援者・認知症サポーターになりましょう。

介
護
の
仕
事
は
、
人
を
支
え
社
会
を
支

え
る
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

県
で
は
、
介
護
の
仕
事
の
経
験
が
な
い

原
則
60
歳
以
上
の
人
（
介
護
未
経
験
高
齢

者
）
に
対
し
、
研
修
の
受
講
か
ら
県
内
介

護
事
業
所
へ
の
就
職
ま
で
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

事
業
内
容
▼

①
介
護
未
経
験
高
齢
者
の
人
に
次
の
い
ず

れ
か
（
ま
た
は
両
方
）
の
研
修
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
3
日
間
の
介
護
入
門
的
研
修
（
県
内
各

地
で
開
催
予
定
）

�
介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
県
内
各
地
で

開
催
予
定
）

②
5
日
間
程
度
の
職
場
体
験
研
修
へ
の
参

加③
ミ
ニ
マ
ッ
チ
ン
グ
会
や
個
別
マ
ッ
チ
ン

グ
を
通
し
て
、
県
内
介
護
事
業
所
へ
就
業

対
象
者
▼
介
護
の
仕
事
の
経
験
が
な
い

原
則
60
歳
以
上
の
人

説
明
会
▼
各
地
で
開
催
中
※
説
明
会
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

受
託
事
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
委
託
元
▼
県
高
齢
者
福
祉
課

問
合
せ
�
（
受
託
事
業
者
）
株
式
会
社

シ
グ
マ
ス
タ
ッ
フ
大
宮
支
店
�
７８２
―
５
１

７
３

市
で
は
、
平
成
9
年
1
月
1
日
か
ら
情

報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
制
度
の

円
滑
な
運
用
を
図
る
た
め
に
審
議
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

審
議
会
は
、
諮
問
に
基
づ
き
次
の
事
項

な
ど
を
審
議
し
、
答
申
し
ま
す
。

な
お
、
任
期
は
平
成
29
年
1
月
1
日
〜

平
成
30
年
12
月
31
日
ま
で
の
2
年
間
で
す
。

審
議
会
の
主
な
審
議
事
項
▼

①
情
報
公
開
制
度
お
よ
び
個
人
情
報
保
護

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

②
桶
川
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
お
い
て

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報

の
収
集
な
ど
の
承
認
に
つ
い
て

③
個
人
情
報
を
目
的
外
利
用
し
た
り
、
外

部
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
の
承
認
に
つ
い

て
対
象
者
▼
市
内
在
住
で
、
平
成
29
年
1

月
1
日
現
在
、
20
歳
以
上
73
歳
以
下
の
人

募
集
人
員
▼
2
人

申
込
方
法
▼
応
募
用
紙
に
応
募
動
機
と

本
制
度
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を
記
載
し
、

11
月
18
日
㈮
【
消
印
有
効
】
ま
で
に
直
接

ま
た
は
郵
送（
〒
363
―
8501
住
所
記
入
不
要
）

で
、
総
務
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
総
務
課
に
用
意
す
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
選
考
結
果
は
、
後
日
本
人
宛
て

に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
総
務
課

市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
生
き

が
い
対
策
の
一
環
と
し
て
農
園
整
備
を
行

い
、
土
に
親
し
み
、
野
菜
づ
く
り
な
ど
を

始
め
た
い
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

で
、
他
の
「
い
き
い
き
健
康
農
園
」
を
利

用
し
て
い
な
い
人

農
園
の
場
所
お
よ
び
区
画
数
▼

坂
田
地
区
若
干
数
（
1
区
画
20
㎡
程
度
）

利
用
料
▼
無
料

募
集
期
間
▼
11
月
4
日
㈮
か
ら

申
込
み
▼
高
齢
介
護
課
に
備
え
付
け
の

申
請
用
紙
に
記
入
し
、
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。【
先
着
順
】

利
用
期
間
▼
11
月
上
旬
（
予
定
）
〜
平

成
29
年
3
月
31
日
※
更
新
あ
り

詳
し
く
は
�
高
齢
介
護
課

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～⑯

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
詳しくは�高齢介護課

今月のおれんじカフェ

○グループホームみんなの家桶川
（坂田東１－３６－３�７２９－１６１６）
開催日�11月9日㈬

○愛の家グループホーム桶川（朝日２－１０－１５�７７８－６６０３）
開催日�11月16日㈬

○桶川ケアセンターそよ風（上日出谷１２４５－２�７８９－３１３０）
開催日�11月18日㈮

※開催時間は午後1時～3時（出入り自由）、無料です。

○ねむのき（川田谷５８３０－１�７８７－０３１１）
開催日�11月6日㈰・12月4日㈰

※開催時間は午前9時半～午後0時30分
（出入り自由）、参加費100円です。

詳しくは�高齢介護課

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯のののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

と き�11月下旬～平成29年1月末
午後5時～午前0時

ところ�駅西口ロータリー
☆協賛金を各企業、団体、市民の
皆さんから募集します。
詳しくは�（一社）桶川市観光協会�７７６－８５９０

介介護護者者ののつつどどいい・・介介護護者者ササロロンン
地域包括支援センター主催で介護に関する情報交換の場として、介護者のつどい・介護者サロンを開催します。

詳しくは�高齢介護課

介護者の
つどい

「みちくさ」

と き 11月11日㈮13：30～15：00（13時受付開始）
ところ ハートランド（坂田1725）

内 容 介護についての情報交換会を行います。リフレッシュ体操なども行いながら、介護についての体験談や疑問
など気軽に話しませんか？飲み物は各自ご用意ください。

問合せ 地域包括支援センター「ハートランド」�777－7055

介護者
サロン

と き 11月24日㈭10：30～12：00
ところ 市民活動サポートセンター

内 容
「訪問看護師と考える在宅介護」
訪問看護師を交えて在宅介護に関する情報交換や日頃の悩みを相談しあう「介護者サロン」を開催します。会
場の都合上、先着20人としますので、必ず下記問合せ先（どちらでも可）まで申し込みのうえ、ご参加ください。

問合せ 地域包括支援センター「ルーエハイム」（泉1－2－5）�789－2121
地域包括支援センター「ねむのき」（川田谷5830－1）�783－5311

認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用でき、触れ合える場所「お
れんじカフェ」を開催します。事前の連絡は不要です。直接お越しください。

国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

【第5期】
納期限…11月30日
納付は期限内に！

今月の納期
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補助金が予算額に達しまし
たので、平成28年度の申請受
付けは終了しました。
詳しくは
�産業観光課

★参加した人の声★
「母を連れて何でもお話しできる場所があって、
今日は楽しかった」
「入居者とも親しくお話ができて、自分の認知
症に対する意識も変わった」

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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上
尾
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
納
付

確
認
書
は
1
月
に
郵
送
し
ま
す

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
送
ら
れ
ま
す

荒
川
緑
肥
を
無
償
で
配
布
し
ま
す

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

〜「
タ
イ
ム
16：

00（
じ
ゅ
う
ろ
く
）

ラ
イ
ト
オ
ン
作
戦
」〜

創
業
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

【
事
例
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
古
車
販
売
業
者

の
サ
イ
ト
に
、
ず
っ
と
欲
し
い
と
思
っ
て

い
た
車
両
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
店
舗
に
出

向
い
て
実
際
に
見
た
。
購
入
を
即
決
し
、

予
約
の
た
め
に
1
万
円
を
支
払
い
ロ
ー
ン

の
申
込
書
を
書
い
た
。
ロ
ー
ン
の
審
査
結

果
は
後
日
知
ら
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

帰
宅
後
、
家
族
に
購
入
を
反
対
さ
れ
、
そ

の
日
の
内
に
キ
ャ
ン
セ
ル
を
申
し
出
た
が

5
万
円
の
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
。
す
ぐ

に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
の
に
支
払
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
か
？

中
古
車
の
購
入
で
、
す
ぐ
に
解
約
（
キ

ャ
ン
セ
ル
）
を
申
し
込
ん
だ
が
、
高
額
な

解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
購
入
契
約
で
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、中
古
車
に
走
行
不
能
な
不
具
合（
瑕

疵
）
や
メ
ー
タ
ー
巻
き
戻
し
な
ど
、
取
消

し
が
で
き
る
場
合
を
除
き
、
原
則
契
約
解

除
は
で
き
ま
せ
ん
。

契
約
成
立
前
（
申
込
み
段
階
）
で
あ
れ

ば
解
約
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
販
売
店

が
負
担
し
た
実
費
は
請
求
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
契
約
成
立
後
（
口
頭
で
も

合
意
が
あ
れ
ば
契
約
は
成
立
）
で
あ
れ
ば

契
約
書
や
注
文
書
に
書
か
れ
た
解
約
条
件

に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
条

件
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
通
常
生

じ
る
損
害
を
超
え
る
解
約
料
は
無
効
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
請
求
の
根
拠
が
わ
か

ら
な
い
高
額
な
解
約
料
に
つ
い
て
は
販
売

店
へ
明
細
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

解
約
条
件
の
明
示
が
な
い
場
合
は
、
解
約

に
向
け
て
話
し
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
自
動
車
の
購
入
契
約
は
、
契
約
や
法
律

に
定
め
る
解
除
可
能
な
場
合
で
な
け
れ
ば

契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
消
費

者
側
に
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
慌
て
て
契
約
せ
ず
、
注
文
書
や
契
約
書

の
約
款
を
熟
読
し
、
契
約
の
成
立
時
期
、

解
約
の
要
件
、
解
約
料
、
保
証
制
度
な
ど

を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
中
古
車
は
新
車
と
異
な
り
品
質
に
ば
ら

つ
き
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
試
乗
し

た
り
、
ド
ア
や
窓
の
開
閉
を
試
し
た
り
し

ま
し
ょ
う
。

④
車
両
本
体
の
支
払
い
だ
け
で
な
く
、
登

録
費
用
や
維
持
費
な
ど
本
体
以
外
に
発
生

す
る
先
々
の
費
用
に
つ
い
て
も
十
分
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
消
費
者
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8（
い
や
や
）で
、
お
近

く
の
公
的
な
相
談
窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
年
末
調
整
説
明
会

対
象
者
▼
法
人
お
よ
び
個
人
事
業
主

と
き
▼
11
月
18
日
㈮
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

○
青
色
申
告
決
算
説
明
会

対
象
者
▼
個
人
青
色
申
告
者

と
き
▼
12
月
5
日
㈪
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館

○
白
色
申
告
者
の
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保

存
制
度

個
人
の
白
色
申
告
者
で
事
業
や
不
動
産

貸
付
な
ど
を
行
う
全
て
の
人
は
、
平
成
26

年
1
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が

必
要
で
す
。

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
が
必
要
な
い
人
も
、
記
帳
・
帳
簿
な
ど

の
保
存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
や
記
帳

す
る
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
関
東
信

越
税
理
士
会
上
尾
支
部
�
776
―
8
7
7
7
、

桶
川
市
商
工
会
�
786
―
0
9
0
3
で
も
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
�
上
尾
税
務
署
�
７７０
―
１
８
０

０
※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
2
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
中
に
国
民
健
康
保
険
税
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険

料
を
納
付
し
た
人
（
国
民
健
康
保
険
税
は

世
帯
主
）
に
は
、「
国
民
健
康
保
険
税
納

付
確
認
書
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納

付
確
認
書
、
介
護
保
険
料
納
付
確
認
書
」

を
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
29
年
1
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
調
整
の
た
め
早
め
に
必
要

な
人
は
直
接
担
当
課
の
窓
口
で
発
行
し
ま

す
。
身
分
証
明
書
を
持
参
し
、
世
帯
主
ま

た
は
同
居
の
家
族
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
天
引
き
で
の
支
払
額
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
公
的
年
金

な
ど
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。詳

し
く
は
�
保
険
年
金
課
ま
た
は
高
齢

介
護
課

毎
年
暮
れ
に
な
る
と
そ
の
年
の
所
得
税

の
過
不
足
を
調
整
す
る
た
め
の
「
年
末
調

整
」
や
、
翌
年
2
〜
3
月
に
は
「
確
定
申

告
」
を
行
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
保
険

料
納
付
額
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対

象
と
な
り
ま
す
。「
社
会
保
険
料
控
除
」

を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
付
し

た
証
明
書
を
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告

の
際
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

11
月
送
付
▼
1
月
1
日
〜
9
月
30
日
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

2
月
送
付
▼
10
月
1
日
〜
12
月
31
日
に

そ
の
年
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人

問
合
せ
�
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０
―
００３
―
００４（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
050
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
�
０３
―
６

６
３
０
―
２
５
２
５
（
祝
日
お
よ
び
年
末

年
始
を
除
く
、
11
月
1
日
㈫
〜
平
成
29
年

3
月
15
日
㈬
の
月
〜
金
曜
日
の
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
7
時
、
第
2
土
曜
日
の
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
）
ま
た
は
大
宮
年
金
事

務
所
�
６５２
―
３
３
９
９

河
川
の
堤
防
の
刈
草
か
ら
作
っ
た
堆
肥

を
配
布
し
ま
す
。

申
込
み
▼
12
月
14
日
㈬
【
消
印
有
効
】

ま
で
に
往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。【
多
数
抽
選
】

配
布
期
間
▼
平
成
29
年
1
月
23
日
㈪
〜

2
月
4
日
㈯
を
予
定
※
1
月
29
日
を
除
く

そ
の
他
▼

①
配
布
量
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
販
売
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
人
に
は

配
布
で
き
ま
せ
ん
。

③
応
募
の
際
は
、
荒
川
上
流
河
川
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
事
務
所
・
出
張

所
・
市
道
路
河
川
課
に
置
か
れ
て
い
る
応

募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
荒
川

緑
肥
事
務
局
�
０４９
―
２４６
―
１
０
３
１

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
、
夕
暮
れ

時
に
重
大
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
薄
暗
い
中
、
風
景
に
溶
け
込

ん
で
、
歩
行
者
な
ど
は
車
両
か
ら
発
見
し

づ
ら
く
な
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
午
後
4

時
（
16
時
）
に
な
っ
た
ら
、
自
動
車
・
自

転
車
の
ラ
イ
ト
を
早
め
に
点
灯
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
歩
行
者
は
反
射
材
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
こ
ん
ば
ん
は

早
め
の
ラ
イ
ト
で

ご

あ
い
さ
つ
」

問
合
せ
�
上
尾
警
察
署
�
７７３
―
０
１
１

０

と
き
▼
①
11
月
19
日
㈯
・
②
26
日
㈯
、

③
12
月
3
日
㈯
・
④
17
日
㈯
※
各
回
と
も

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

と
こ
ろ
▼
上
尾
市
プ
ラ
ザ
22
（
上
尾
市

谷
津
2
―
1
―
50
）

講
師
▼Step

up
consulting

㈱
代
表

取
締
役

山
内
正
明
さ
ん
（
創
業
・
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

内
容
▼

【
第
1
回
】
自
分
ら
し
い
生
き
方
と
創
業

ス
タ
イ
ル
〜
プ
チ
創
業
、
副
業
、
自
己
資

金
0
ビ
ジ
ネ
ス
も
あ
り
〜

【
第
2
回
】
採
算
の
取
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
決
め
る
3
つ
の
考
え
方
と
資
金
調

達
に
つ
い
て

【
第
3
回
】
①
ビ
ジ
ネ
ス
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
選
定
し
て
売
り
方
を
考
え
る
②
Ｗ
ｅ

ｂ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
お
も
て
な
し
を
使
い
こ
な

し
て
倍
々
速
で
顧
客
を
獲
得
す
る

【
第
4
回
】
創
業
計
画
の
ま
と
め
、
経
営

者
に
な
る
た
め
の
基
礎
知
識
、
支
援
機
関

の
活
用

対
象
者
▼
こ
れ
か
ら
創
業
し
よ
う
と
す

る
人
、
創
業
ま
も
な
い
人

受
講
料
▼
2
千
円

定
員
▼
30
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
申
込
受
付
▼
11
月
1
日
㈫
午
前
9
時
か

ら
主
催
▼
桶
川
市
商
工
会
・
北
本
市
商
工

会
・
鴻
巣
市
商
工
会
・
伊
奈
町
商
工
会
・

上
尾
商
工
会
議
所

問
合
せ
・
申
込
み
�
桶
川
市
商
工
会

�
７８６
―
０
９
０
３

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
古
車
購
入
ト
ラ
ブ
ル

す
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
の
に
解
約
金
⁉

【
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

相
談
日
時
▼
毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
３
時
３０
分

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯

を
ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

～～～～～～～～～～～～～～～～「「「「「「「「「「「「「「「「税税税税税税税税税税税税税税税税をををををををををををををををを考考考考考考考考考考考考考考考考ええええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるるるる週週週週週週週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間間間間間間間」」」」」」」」」」」」」」」」～～～～～～～～～～～～～～～～
国税庁では、国民の皆さんに租税
の意義や役割、税務行政に対する知
識と理解を深めていただくため、1
年を通じて租税に関する啓発活動を
行っていますが、毎年11月11日から
17日を「税を考える週間」として、
集中的に様々な広報広聴施策を実施
しています。今年の「税を考える週
間」のテーマは「くらしを支える税」
です。
税に関する情報は国税庁ホームペ
ージをご覧ください。

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

火
災
と
間
違
え
な
い
で
く
だ
さ
い

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
第
6
・
7
回
）

上
級
救
命
講
習

桶
川
市
消
防
団
の
特
別
点
検
実
施
に
伴

い
、
11
月
23
日（
水
・
祝
）午
前
7
時
に
市

内
全
域
で
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

【
サ
イ
レ
ン
信
号
】

15
秒
吹
鳴
↓
6
秒
休
み
↓
15
秒
吹
鳴

特
別
点
検
は
、
服
装
規
律
点
検
・
機
械

器
具
点
検
・
ポ
ン
プ
車
操
法
訓
練
な
ど
を

行
う
も
の
で
、
午
前
8
時
か
ら
川
田
谷
小

学
校
校
庭
で
実
施
し
ま
す
（
雨
天
時
は
体

育
館
で
実
施
）。
市
民
の
皆
さ
ん
も
見
学

で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

に
備
え
、「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
※
）」
を
利
用
し
、
様
々
な
手

段
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す
。
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
お
よ
び
防

災
情
報
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
訓
練
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

実
施
日
▼
11
月
29
日
㈫
午
前
11
時
頃

た
だ
し
、
天
候
・
地
震
活
動
な
ど
に
よ

っ
て
は
、
訓
練
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

放
送
内
容
▼

「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
。
×
3

こ
ち
ら
は
、
防
災
桶
川
で
す
。」

※
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
と
は
、
地
震
・
津
波

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か

ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
お
伝

え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課

消
防
法
で
定
め
ら
れ
る
数
量
以
上
の
危

険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
重
油
な
ど
）

を
貯
蔵
し
、
ま
た
は
取
り
扱
う
人
は
、
危

険
物
取
扱
者
免
状
が
必
要
で
す
。

試
験
日
・
会
場
▼

①
12
月
11
日
㈰
・
芝
浦
工
業
大
学
（
さ
い

た
ま
市
）

②
12
月
18
日
㈰
・
埼
玉
工
業
大
学
（
深
谷

市
）

※
試
験
の
た
め
の
準
備
講
習
会
も
開
催
し

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
▼
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

埼
玉
県
支
部
試
験
係
（
〒
330
―
0062
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
仲
町
2
―
13
―
8
ほ
ま
れ
会

館
2
階
）へ
、
11
月
4
日
㈮
〜
15
日
㈫【
消

印
有
効
】
に
、
書
面
に
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※
電
子
申
請
可

願
書
配
布
・
問
合
せ
▼
埼
玉
県
央
広
域

消
防
本
部
予
防
課
�
048
―
597
―
2
0
0
4

／
鴻
巣
消
防
署
管
理
指
導
課
�
048
―
597
―

2
0
0
5
／
桶
川
消
防
署
管
理
指
導
課
�

773
―
1
1
9
0
／
北
本
消
防
署
管
理
指
導

課
�
048
―
592
―
5
0
0
5

※
い
ず
れ
も
土
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
）、
大

出
血
時
の
止
血
法
、
傷
病
者
管
理
法
、
外

傷
の
手
当
、
搬
送
法
※
講
習
修
了
者
に
は

修
了
証
を
交
付

と
き
▼
12
月
18
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
（
午
前
8
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

（
鴻
巣
市
箕
田
1
6
3
8
―
1
）

対
象
者
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市

に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食

そ
の
他
▼
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
受

講
時
間
が
開
始
よ
り
1
時
間
免
除
さ
れ
ま

す
。申

込
み
・
問
合
せ
▼
11
月
15
日
㈫
〜
12

月
11
日
㈰
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
鴻
巣

消
防
署
（
住
所
�
鴻
巣
市
箕
田
1
6
3
8

―
1
、
�
048
―
597
―
2
0
0
5
）
へ
。

か
ぼ
ち
ゃ
は
、
古
く
か
ら
冬
至
に
食

べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ベ
ー
タ

オ
レ
ン
ジ
色
の
果
肉
は
主
に
β－

カ

ロ
テ
ン
に
よ
る
も
の
。
カ
ロ
テ
ン
は
体

内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
変
わ
り
、
粘
膜
を

丈
夫
に
し
、
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
力

を
つ
け
ま
す
。

ま
た
、
老
化
防
止
や
血
行
を
改
善
す

る
働
き
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
も
野
菜
の

中
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
含
有
量
を
誇

り
ま
す
。

市
場
に
は
西
洋
か
ぼ
ち
ゃ
と
日
本
か

ぼ
ち
ゃ
が
出
回
っ
て
い
ま
す
。
ほ
く
ほ

く
と
し
て
甘
み
が
強
い「
栗
か
ぼ
ち
ゃ
」

は
、
西
洋
か
ぼ
ち
ゃ
。
水
分
が
多
く
、

ね
っ
と
り
感
の
あ
る
も
の
は
日
本
か
ぼ

ち
ゃ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
ぼ
ち
ゃ
は
、
つ
め
が
立
た
な
い
く

ら
い
硬
い
皮
が
よ
い
と
い
う
先
人
の
教

え
が
あ
り
ま
す
が
、
包
丁
を
入
れ
る
の

は
大
変
で
す
。
そ
ん
な
時
は
、
カ
ッ
ト

売
り
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
利
用
す
る
と
便
利

で
す
。

選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
す
き
ま
な

く
種
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
て
、
わ�

た�

が
は
ず
れ
そ
う
な
の
が
完
熟
し
た
あ

か
し
で
す
。
油
と
合
わ
せ
て
調
理
す
る

ベ
ー
タ

と
β－

カ
ロ
テ
ン
の
吸
収
率
が
高
ま
り

ま
す
。

天
ぷ
ら
や
肉
と
一
緒
に
煮
物
に
し
た

り
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と

合
わ
せ
て
サ
ラ
ダ
に
し
た
り
と
、
お
い

し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
面
で
は
、
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
、

肝
機
能
向
上
な
ど
に
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
貴
重
な
野
菜
で
も
あ
り
ま
す
。

身
近
な
食
材
と
し
て
、
大
い
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

（
参
考
文
献
『
野
菜
で
探
す
「
健
康
食

べ
合
わ
せ
」
手
帖
―
気
に
な
る
症
状
に

は
、
こ
の
野
菜
×
こ
の
食
材
。
こ
の
法

則
が
効
く
！

届
く
！
』
出
版
社
・
㈱

ま
つ
む
ら

ま

ゆ

こ

主
婦
の
友
社

著
者：

松
村

眞
由
子
）

【
桶
川
市
く
ら
し
の
会
】

★
桶
川
市
く
ら
し
の
会
で
は
、
随
時
会

員
募
集
中
で
す
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

第１３回
「一人ひとりが賢い消費者に！」をテーマに、市民活動団体などが日ごろの活動や、研究の成果を
発表します。
当日は、オケちゃんグッズがもらえるスタンプラリークイズも行います。
と き�１１月１２日㈯午前１０時～午後３時
ところ�市民活動サポートセンター、ベニバナウォーク桶川センターコート

主 催�第13回桶川市消費生活展実行委員会・桶川市
参加団体�医療生協さいたま、浦和友の会桶川支部、桶川市環境を考える会、桶川市くらしの会、桶川市食生活改善

推進員協議会、関東電気保安協会、新日本婦人の会、べにっこ、市観光協会、リサイクル推進課
詳しくは�自治文化課

展 示
�賞味期限、消費期限 食品ロスを考える
�「野菜のかしこい食べ方」
か
�
さ
�
を少なくしっかり栄養吸収

�「地球の人口推移と食糧需要量」
�ロコモ（運動器症候群）予防で、健康寿命を延
ばしましょう

�今わが家で大切にしたいこと（家計簿をつけて
みませんか／早寝、早起き、元気な子）

�１日に必要な食品はどのくらい？
�食の安全 �考えていますか？電気の安全

その他
�ごみ・リサイクル啓発～水銀体温計と丸型蛍光
灯、電球、電池の回収も行います～

体 験
�健康チェック（骨密度、血圧、血管年齢、足指力測定）
�簡単手作りおやつの作り方（実演）
�キーホルダー作製
�消費者教育・啓発タブレット

販 売
�産直有機野菜、卵、べに花まんじゅうなど

スタンプラリークイズ
�スタンプラリー参加者には、オケちゃんメッシュケース
（A５サイズ）をプレゼント（無くなり次第、配布終了）。
�先着１００人には、埼玉県産米「彩のかがやき」（２合）を
プレゼント（１世帯１袋まで）。
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日
〜
15
日

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校
文
化
祭

「
第
37
回
ゆ
り
の
木
祭
」の
お
知
ら
せ

第
17
回
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘

特
別
支
援
学
校

文
化
祭「
ひ
ば
り
祭
」の
お
知
ら
せ

「
労
働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2
0
1
6（
11
月
14
日
〜
29
日
）

成
年
後
見
無
料
相
談
会
開
催
の

お
知
ら
せ

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
の

公
開
講
座
・
無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
生
命
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
防
止
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
お

よ
び
放
火
火
災
の
防
止
対
策
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

「
3
つ
の
習
慣
」

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

「
4
つ
の
対
策
」

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

④
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

「
放
火
火
災
の
防
止
対
策
」

○
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か

な
い
。

○
ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
日
の
朝
に
出
す
。

○
空
き
家
や
物
置
に
は
施
錠
す
る
。

○
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
シ
ー
ト
を
掛

け
る
と
き
は
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
４

住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
の
悪
質

な
訪
問
販
売
な
ど
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た

め
に
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
の
販
売

や
交
換
を
消
防
署
が
業
者
に
依
頼
は
し
ま

せ
ん
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
義
務
化

に
よ
る
罰
則
や
点
検
の
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
不
審
を
感
じ
た
ら
、
消
防
署
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
を
希

望
す
る
人
は
、
説
明
会
に
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

と
き
▼
①
11
月
21
日
㈪
、
②
12
月
19
日

㈪
、
③
平
成
29
年
1
月
16
日
㈪
、
④
2
月

6
日
㈪
、
⑤
2
月
20
日
㈪
、
⑥
3
月
13
日

㈪
※
各
回
午
前
9
時
か
ら

※
2
月
6
日
は
女
性
限
定

と
こ
ろ
▼
農
業
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
�
桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
�
７８７
―
２
３
０
０

と
き
▼
11
月
11
日
㈮
・
12
日
㈯
の
午
前

9
時
50
分
〜
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

（
上
尾
市
東
町
3
―
2
0
0
9
―
3
）

テ
ー
マ
▼
「
ひ
ろ
げ
よ
う

つ
な
が
ろ

う

あ
げ
お
の
輪
」

内
容
▼
児
童
生
徒
の
作
品
展
示
、
製
品

頒
布
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

問
合
せ
�
県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

�
７７４
―
９
３
３
１

と
き
▼
11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
の
午
前

10
時
〜
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別

支
援
学
校
（
川
島
町
伊
草
南
向
野
780
）

内
容
▼
学
習
発
表
、
作
品
展
示
、
販
売
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
な
ど

問
合
せ
�
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別

支
援
学
校
�
０４８
―
２９７
―
７
７
５
３

と
き
▼
11
月
6
日
㈰
・
13
日
㈰
・
20
日

㈰
・
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ
▼
①
浦
和
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
―
16
―
58
）、

②
越
谷
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
越
谷
市
越

ヶ
谷
2
―
8
―
22
エ
ー
ス
ビ
ル
越
ヶ
谷
2

階
）相

談
方
法
▼
面
談
相
談（
1
組
1
時
間
）

【
事
前
予
約
制
】

予
約
方
法
▼
電
話
で
埼
玉
司
法
書
士
会

�
863
―
7
8
6
1
へ
。

相
談
内
容
▼
一
方
的
な
賃
金
の
減
額
、

残
業
代
未
払
い
、
給
料
支
払
い
の
遅
滞
、

長
時
間
労
働
な
ど

費
用
▼
無
料

主
催
・
問
合
せ
�
埼
玉
司
法
書
士
会
事

務
局
�
８６３
―
７
８
６
１

消
費
者
金
融
な
ど
か
ら
の
借
入
れ
に
よ

り
多
重
債
務
で
お
困
り
の
人
に
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
の
面
接
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
桶
川
会
場
】

と
き
▼
11
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

4
時と

こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
301

予
約
受
付
▼
10
月
31
日
㈪
〜
11
月
28
日

㈪
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
土
日
・
祝
日

を
除
く
）
に
予
約
専
用
電
話
�
839
―
1
7

3
0
へ
。

そ
の
他
▼
期
間
中
、
桶
川
市
以
外
で
も

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
秘
書
広
報
課
ま
た
は
県
消

費
生
活
課
�
８３０
―
２
９
３
５

「
も
し
も
将
来
、
認
知
症
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
…
」

元
気
な
今
の
う
ち
か
ら
将
来
を
託
せ
る

人
を
自
分
で
決
め
て
お
け
ば
安
心
で
す
。

と
き
▼
11
月
20
日
㈰
午
後
1
時
〜
4
時

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
▼
ビ
デ
オ
放
映
も
あ
り
ま
す
。

主
催
・
問
合
せ
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
老

後
安
心
セ
ン
タ
ー
�
７８２
―
６
５
１
４

と
き
▼
11
月
19
日
㈯

①
公
開
講
座
↓
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30

分
、
②
無
料
相
談
↓
午
後
2
時
30
分
〜
4

時
30
分

と
こ
ろ
▼
響
の
森
桶
川
市
民
ホ
ー
ル

定
員
▼
23
人

主
催
▼（
一
社
）コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
埼
玉
県
支
部

す
み

の

申
込
み
・
問
合
せ
�
隅
埜
�
０４８
―
５９１
―

６
２
２
１

11月 の無料相談 ●桶川市役所・教育委員会／�786－3211�786－9866
●社会福祉協議会／�728－2221�728－2313

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

4日㈮・11日㈮・25日㈮
14：00～17：00
19日㈯9：00～12：00
12月2日㈮・9日㈮・16日㈮
14：00～17：00
17日㈯9：00～12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

10日㈭※次回は12月8日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

1日㈫ ※次回は12月1日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

税務相談（予約制） 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相
談 16日㈬13：00～16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

19日㈯
9：00～12：00

仮設庁舎201会議室
電話でも可 �786－3211

マンション管理相談（予約制） マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣問
題についての相談 16日㈬10：00～12：00 仮設庁舎相談室

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

11日㈮ ※次回は12月9日㈮
10：00～12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通�786－3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 14日㈪、28日㈪

10：00～16：00 仮設庁舎相談室
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談

8日㈫
9：00～12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 内 職
相 談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
東部区画整理推進事務所
直通�729－0001（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月～金（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎2階
電話でも可 �786－3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�777－7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�787－5562

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
9：15～16：30

桶川市教育センター
直通�786－3237

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通�728－2369 社会福祉協議会

歳歳末末たたすすけけああいい募募金金配配分分事事業業生生活活援援護護金金をを支支給給ししまますす
本年度も埼玉県共同募金会が中心となり、歳末たすけあい募金

運動が実施されます。社会福祉協議会では、この配分金を受けて
生活援護金を支給しますので、希望する人は申し込みください。
対 象�本年度市民税が非課税の世帯（生活保護世帯は除く）
申込み�「歳末たすけあい援護事業申込書」に必要事項を記入の

うえ、11月18日㈮までに担当の民生委員または社会福祉
協議会へ提出してください。申込書は、民生委員、社会福
祉協議会で配布しています。※社会福祉協議会へ直接提
出する場合は、市県民税非課税証明書の添付が必要です。

問合せ�社会福祉協議会�７２８－２２２１
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駅
川
桶

健 康
ステーション

Health Station

申込み
問合せ

健康増進課（保健センター内）（〒363－0024 鴨川1－4－1）Health Station

旧
中
山
道

駅
西
口
公
園

��������������������������
������������������������

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ヨ
ガ

〜
ヨ
ガ
で
体
と
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
〜

何
か
と
忙
し
い
毎
日
で
イ
ラ
イ
ラ
し
や

す
か
っ
た
り
、
や
る
気
が
出
な
い
な
ど
、

疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ヨ
ガ
は
、

体
と
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

さ
あ
、
体
と
心
を
ほ
ぐ
し
、
明
日
か
ら

の
元
気
を
た
く
わ
え
ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
11
月
30
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
（
午
前
9
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
加
藤
千
恵
子
さ
ん
（
東
洋
大
学

教
授
）

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
▼
40
人
【
先
着
順
】

申
込
み
▼
11
月
7
日
㈪
午
前
9
時
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
健
康
増
進
課
へ
。

健康増進課
（保健センター内）

�786-1855
�786-0096

こどもの
健康診査

種 別 と き ところ 受付時間 内 容

４か月児健診 １１月１１日㈮ 保健
センター １３：１５～１４：１０

診察、身体計測、育児相談、離乳食相談・
試食、絵本コーナー
持ち物母子健康手帳・健診票

７か月児・
１０か月児相談

〈高崎線東側〉
１１月１日㈫
１２月６日㈫

母子健康
センター

９：３０～１０：３０

保健師による身体観察、身体計測、育児相談、
栄養士による離乳食相談
※対象児は、７か月児と１０か月児です。
高崎線を挟んで、東側は、母子健康セン
ター、西側は保健センターで行います。
その他、電話にてご相談ください。

持ち物母子健康手帳

〈高崎線西側〉
１１月１４日㈪
１２月１２日㈪

保健
センター

１歳６か月児健診
（個別通知あり） １１月１６日㈬

母子健康
センター １３：１５～１４：１０

内科・歯科診察、歯科指導、身体計測、親子
遊び、育児・幼児食相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票

３歳３か月児健診
（個別通知あり） １１月１８日㈮

保健
センター １３：１５～１４：１０

内科・歯科診察、身体計測、
育児・幼児食相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票

フッ素塗布 １１月２８日㈪ 保健
センター

１回目
１３：３０～１４：００
２回目以降
１４：００～１４：３０

１歳６か月児健診終了児、６か月ごとに塗布します。
持ち物母子健康手帳
問合せ�口腔保健センター（北足立歯科医師会）

�048－596－0275

母子健康
相 談

種 別 と き ところ 受付時間 対象者および内容 定員

マタニティ
クラス
《要予約》

平成２９年
１月１２日㈭
１０：３０～１３：００

保
健
セ
ン
タ
ー

１０：１５～１０：３０

妊娠１６～２８週の妊婦（夫も可）
簡単クッキング、妊娠中の食事や過
ごし方などについて、その他交流会
持ち物母子健康手帳、エプロン、

三角きん、ふきん、筆記用具

１５人

平成２９年
１月１６日㈪
１３：３０～１６：００

１３：１５～１３：３０
妊娠２０～３１週の妊婦（夫も可）
妊娠経過や出産のこと、その他交流会
持ち物母子健康手帳、筆記用具

１５人

パパママ体験
クラス
《要予約》

１１月５日㈯
１２月３日㈯
１０：００～１２：００

９：４５～１０：００

妊娠２４～３６週の妊婦と夫
（祖父母になられる方歓迎）
赤ちゃんのお風呂の入れ方、保育について
持ち物母子健康手帳、筆記用具

９組

赤ちゃん
サロン

１１月１０日㈭
１２月１日㈭
１０：００～１２：００

１０：００～１１：１５

２～６か月児と保護者
ママ達の仲間づくり、交流の場とし
てご利用ください。
持ち物母子健康手帳

なし

注1）母子健康相談については、実施日の1週間前までに電話で申し込みください。また、効果的に参加していただ
くため、対象となる乳児以外の小さなお子様を連れての参加はご遠慮ください。

注2）母子健康相談の対象となる乳幼児用のおむつ・調乳用のお湯などは、各自で持参ください。

おとなの
健康相談

種 別 とき ところ 受付時間 対象者および内容

お立ち寄り
健康相談

１１月８日㈫ 保健センター ９：３０～１１：００

対象成人
内容血圧測定、生活習慣病予防・

バランスの良い食事のとり方な
どの相談

※気軽にお立ち寄りください！
※奇数月のみの開催になります。

※保健センターの駐車場は、数に限りがありますので、ご了承ください。

Let’sトライウォーキング

と き�１１月１６日㈬
午前７時３０分に駅西口公園噴水前集合、午後３時３０分頃解散予定（小雨決行）

コース�駅西口公園～明星院～わんぱく村～べに花ふるさと館（昼食休憩、約１時間）～二ツ家交
差点～諏訪神社～はにわの里～原山古墳～親水公園～熊野神社～東光寺～サン・アリーナ
体育館～保健センター～駅西口公園

費 用�１００円（保険代など）※当日集金 完歩賞あり

と き�１２月８日㈭
午前８時に城山公園管理事務所前集合、正午頃解散予定（小雨決行）

コース�城山公園～本田飛行場周辺～城山公園
参加費�１００円（保険代）※当日集金

持ち物�飲み物、雨具、ウォーキングに適した服装、履きなれた靴
定 員�各コース市民30人【先着順】
主 催�桶川市健康づくり市民会議ウォーキング部会
申込み�30㎞コースは11月11日㈮まで、10㎞コースは11月30日㈬までに、

電話または直接健康増進課へ。

市内一周30㎞コース

西側10㎞コース

１１月の献血
種 類 全血献血（２００㎖・４００㎖）

と き １１月１６日㈬午前９時～１１時３０分

ところ 市役所分庁舎

対 象

１６歳～６４歳の健康な人
※４００㎖は男性１７歳以上

女性１８歳以上
※６０歳～６４歳に献血したことのある
人は６９歳まで可能です。

主 催 桶川市献血推進協議会

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

�786-1855／�786-0096

※運転免許証、パスポート、健康保険証などで本人確認を
させていただいています。

ちょっと
気軽に

健
康
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申込み
問合せ

健康増進課（保健センター内）（〒363－0024 鴨川1－4－1）Health Station

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
注
意
を
‼

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
や
感
染

性
胃
腸
炎
は
、
冬
場
に
多
く
発
生
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
正
し
く
予
防
し
て
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
手
洗
い
を
し
っ
か
り

帰
宅
後
、
ト
イ
レ
の
後
、
食
品
を
調
理

す
る
前
、
食
事
の
前
は
必
ず
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。
石
け
ん
は
よ
く
泡
立
て
て
、
す

す
ぎ
は
流
水
で
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

2
度
洗
い
が
効
果
的
で
す
。

◎
食
品
の
加
熱
は
中
心
ま
で
十
分
に

調
理
の
際
は
、
食
品
を
中
心
温
度
85
℃

〜
90
℃
で
90
秒
間
以
上
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
カ
キ
な
ど
の
生
食
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

◎
清
掃
・
消
毒
で
い
つ
も
清
潔
に

ト
イ
レ
は
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
調

理
器
具
は
よ
く
洗
っ
て
か
ら
、
熱
湯
な
ど

で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

◎
お
う
吐
物
や
下
痢
便
の
処
理
に
注
意

マ
ス
ク
と
手
袋
を
着
用
し
、
雑
巾
や
タ

オ
ル
な
ど
で
汚
物
を
し
っ
か
り
ふ
き
と
っ

た
後
、
塩
素
系
消
毒
剤
を
用
い
て
消
毒
処

理
し
ま
し
ょ
う
。
処
理
後
は
し
っ
か
り
手

洗
い
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
�
鴻
巣
保
健
所
�
０４８
―
５４１
―
０

２
４
９

「
肩
の
痛
み
」
と
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は

ど
ん
な
痛
み
を
連
想
し
ま
す
か
。「
肩
こ

り
」
か
ら
首
の
周
り
の
痛
み
を
想
像
す
る

人
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、
腕
の
付
け
根
で

あ
る
関
節
の
肩
の
痛
み
を
想
像
す
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
医
学
的
に
は
「
肩
」
は
、

関
節
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
首
が
原
因
で

肩
の
周
り
に
痛
み
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
「
関
節
」
が
原
因
の

肩
の
痛
み
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

関
節
は
主
に
骨
、
軟
骨
、
靭
帯
、
筋
肉

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
病
気

の
場
所
に
よ
っ
て
痛
み
の
種
類
も
変
わ
り
、

感
じ
方
も
様
々
で
す
。
一
般
に
肩
の
痛
み

で
は
「
五
十
肩
」
が
有
名
で
す
。「
五
十

肩
」
は
靭
帯
が
硬
く
な
っ
て
関
節
の
動
き

が
悪
く
な
る
病
気
で
す
。
そ
れ
以
外
で
は
、

関
節
の
使
い
す
ぎ
、
経
年
変
化
、
ケ
ガ
で

け
ん
ば
ん
え
ん

け
ん
ば
ん
そ
ん
し
ょ
う

筋
肉
が
傷
む
と
「
腱
板
炎
、
腱
板
損
傷
」

が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
筋
肉
の
中
に
カ
ル

シ
ウ
ム
が
た
ま
っ
て
痛
み
が
起
こ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
れ
に
、
骨
に
「
が
ん
」

な
ど
の
腫
瘍
が
で
き
て
痛
み
を
起
こ
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
痛

み
の
原
因
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
、
そ
の
治
療

も
異
な
り
ま
す
。

「
五
十
肩
」
は
自
然
に
治
る
こ
と
も
多

い
の
で
す
が
「
が
ん
」
が
原
因
な
ら
ば
も

ち
ろ
ん
自
然
に
は
治
り
ま
せ
ん
。
で
は
、

ど
う
見
分
け
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
く
つ
か
注

意
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。
ケ
ガ
や
運
動

な
ど
痛
み
の
原
因
は
あ
り
ま
す
か
？
ま
た
、

ど
ん
な
時
に
痛
い
で
す
か
？
動
か
す
と
痛

い
で
す
か
？
そ
れ
と
も
動
か
さ
な
く
て
も

痛
い
で
す
か
？
関
節
の
動
き
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
？
反
対
側
と
比
べ
て
悪
く
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
誰
か
に
手
伝
っ
て
も
ら
う

と
ど
う
で
し
ょ
う
？
温
め
る
と
痛
み
が
楽

に
な
り
ま
す
か
？

多
く
の
肩
の
痛
み
の
場
合
、
ケ
ガ
が
な

け
れ
ば
温
め
る
と
楽
に
な
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
特
に
原
因
が
な
く
、
じ
っ
と

し
て
い
て
も
痛
い
、
夜
間
に
痛
い
場
合
は

注
意
が
必
要
で
す
。
病
院
に
行
っ
た
際
に

先
ほ
ど
の
注
意
点
を
医
師
に
説
明
す
る
と

診
断
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
の
で
自
分

な
り
に
評
価
す
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
2
〜
4
週
間
以
上
痛
み

が
続
く
場
合
は
医
師
に
相
談
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

【（
一
社
）桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
】

「
肩
の
痛
み
」
に
つ
い
て

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

�786-1855／�786-0096
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おけがわイベント
情報局

募集オケちゃん駅伝競走大会参加チームオケちゃん駅伝競走大会参加チームオオケケちちゃゃんん駅駅伝伝競競走走大大会会参参加加チチーームム

スポーツ振興課、人権・男女共同参画課�７８６－３２１１

第3回
昨年度、第2回大会は残念ながら雨天中止となってしまいました。
今年も対象を小学生のみと限定し、小学生部門を充実し、開催します。城山公園内

を走る周回コースで、駅伝が初めての人も安心です。
クラスの友達や少年団の友達を誘って、奮って参加してください。

と き�平成29年2月12日（日）
受付：午前8時から、開会式：午前8時30分から
競技スタート：午前9時10分から、閉会式：午後1時から（予定）

ところ�城山公園内周回コース
部門および距離�（各部門募集チームは10チーム）

第２４弾

元元気気にに笑笑顔顔でで桶桶川川婚婚活活
親の目から見ても安心できる婚活を目指して
います！多くの参加者に喜ばれています。

と き�11月27日㈰午前9時～午後5時
（午前8時50分集合）

ところ�さくらフレンド（勤労青少年ホーム）
対 象��独身男性35～45歳（男性はさくらフレ

ンドの婚活が初めての人）
�独身女性32～42歳
※本人確認できるものの提示や、簡単な
面談をする場合もあります。

定 員�男女各15人【先着順】
費 用�1，700円（弁当代、保険代など）
持ち物�体育室用運動靴、筆記用具
申込み�11月13日㈰～17日㈭午前9時～午後9時

に、代金を添えて参加する本人か身内の
人が直接さくらフレンド（末広3－19－
8）へ。※電話での申込みは不可

問合せ�さくらフレンド�７２８－３３９３

男女共同参画セミナー
～自分らしく生きるための第一歩～

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律が成立し、
働く場面で活躍したいと希望をもつすべての女性が、その個
性と能力を十分に発揮できる社会の実現を目指しています。
自分らしさを大切にしながら、社会へ出るための第一歩を踏
み出してみませんか。

第１回「自分も家族も幸せになる！片付け上手講座」
家族で分担する片づけのコツや、家の中がスッキリする

収納方法を学びます。
と き�１１月９日㈬午後２時～３時３０分

（午後１時３０分受付）
ところ�地域福祉活動センター 定 員�３０人【先着順】
講 師�高橋和子さん（片付け上手塾エグゼカレッジ表参

道校代表理事）

第２回「仕事や家庭と両立させよう！介護準備講座」
仕事や家庭と両立しながら介護に向き合うための準備講

座です。遠距離介護についても学びます。
と き�１２月６日㈫午後２時～３時３０分

（午後１時３０分受付）
ところ�地域福祉活動センター 定 員�２０人【先着順】
講 師�太田差惠子さん（NPO法人パオッコ理事長／介

護・暮らしジャーナリスト）

保 育�約２歳～就学前のお子さんをお預かりします（要予
約、定員８人）。

申込み�電話または直接、人権・男女共同参画課へ。

チーム編成�監督および1チーム5人※監督は大人（保護者・教諭・団長など）であること
費 用�1チーム500円（保険代など）
表 彰�各部門1位～3位および各部門別最高記録賞に、賞状およびメダルを授与します。
申込み�12月1日～1月13日（土・日・祝日および12月29日から1月3日を除く）までに、参加申込書を記入のうえ、

参加費を添えてスポーツ振興課へ。また、同意書は2月6日㈪までに提出してください。なお、様式はスポー
ツ振興課、サン・アリーナにあります。 ※ホームページからダウンロードできます。
※申込多数の場合は主催者で調整します。ナンバーカードは、主催者側で用意し、当日受付でお渡しします。

主 管�オケちゃん駅伝競走大会実行委員会 主 催�教育委員会 詳しくは�スポーツ振興課

募集チーム

各10チーム

距 離

800m×5

1，240m×5

部 門
【1部】1・2年生の部
【2部】3年生の部
【3部】4年生の部
【4部】5年生（男子）の部
【5部】5年生（女子）の部
【6部】6年生（男子）の部
【7部】6年生（女子）の部

※男子の部に女子の参加は可。女子の部に男子の参
加は不可。
※上の学年の部門への参加は可。下の学年の部門へ
の参加は不可。
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★☆
子
育
て
講
座
☆

駅
西
口
公
園
で
秋
の
ミ
ニ
ミ
ニ

運
動
会
を
開
催
し
ま
す

「
保
育
所
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に

遊
ん
で
楽
し
く
ラ
ン
チ
」

坂
田
保
育
所
・
食
育
公
開
講
座

☆
子
育
て
講
座
☆
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば

〜
お
兄
さ
ん
先
生
と
一
緒
に

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
遊
ぼ
う
〜

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座
」

〜
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
か
ら
親
子
の
き
ず
な
〜

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

か
け
っ
こ
や
玉
い
れ
な
ど
、
秋
空
の
下

で
体
を
い
っ
ぱ
い
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
11
月
16
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
駅
西
口
公
園
※
駐
車
場
な
し
。

雨
天
時
は
日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
の
未
就
学
児
と
保
護

者
定
員
▼
20
組
【
先
着
順
】

申
込
み
▼
11
月
4
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
日
出
谷
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
。

同
年
齢
の
お
子
さ
ん
と
美
味
し
い
給
食

を
食
べ
な
が
ら
、
野
菜
嫌
い
解
決
の
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

内
容
▼
給
食
試
食
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
給
食
を
親
子
で
食
べ
て
み
よ
う
」、
食

育
講
話
、
外
遊
び

と
き
▼
11
月
29
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
9
時
45
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
坂
田
保
育
所

対
象
▼
市
内
在
住
の
2
〜
3
歳
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者

定
員
▼
親
子
8
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
1
人
165
円
（
昼
食
代
）
※
親
子

で
330
円
。
お
つ
り
の
な
い
よ
う
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

持
ち
物
▼
お
子
さ
ん
の
着
替
え
、
手
拭

き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み
▼
11
月
4
日
㈮
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
保
育
課
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
。

公
立
保
育
所
の
男
性
保
育
士
が
、
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
で
き
る
、
体
を
使
っ
た
遊

び
を
実
際
に
楽
し
み
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

マ
マ
と
パ
パ
一
緒
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

※
保
護
者
も
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と
き
▼
11
月
18
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
駅
前
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
の
2
歳
以
上
の
未
就

園
児
の
親
子

定
員
▼
10
組
【
先
着
順
】

持
ち
物
▼
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み
▼
11
月
7
日
㈪
午
前
10
時
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
、
駅
前
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

内
容
▼
あ
か
ち
ゃ
ん
と
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
情
報
交
換
な
ど

と
き
▼
11
月
29
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
駅
前
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
で
実
施
日
に
生
後
2

〜
5
か
月
の
あ
か
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

定
員
▼
10
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

講
師
▼
長
谷
部
裕
子
さ
ん
（
ベ
ビ
ー
マ

ッ
サ
ー
ジ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

持
ち
物
▼
バ
ス
タ
オ
ル
、
お
む
つ
、
ベ

ビ
ー
オ
イ
ル
、
飲
み
物

申
込
み
▼
11
月
15
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
、
駅
前
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
と

い
う
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

人
と
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
え
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。
講
座

修
了
後
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
し

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

と
き
▼
11
月
18
日
㈮
午
後
2
時
〜
3
時

30
分
（
午
後
1
時
30
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
20
人

申
込
み
▼
11
月
14
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
、

主
催
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
社
会

福
祉
協
議
会
」
�
728
―
2
2
6
5
へ
。

平
成
21
年
か
ら
市
内
で
多
く
の
人
に
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
て

も
ら
い
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
効
果
的
に
活
動
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
認
知
症
に
関
し
て
一
歩
踏
み

込
ん
だ
内
容
を
学
び
、
ど
ん
な
活
動
が
で

き
る
か
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

内
容
▼
認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
を
深

め
る
作
業
療
法
士
に
よ
る
講
話
、
市
の
認

知
症
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど

と
き
▼
11
月
28
日
㈪
午
後
2
時
〜
4
時

（
午
後
1
時
30
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
分
庁
舎
会
議
室
1

対
象
▼
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
済
み
の
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
▼
30
人

申
込
み
▼
11
月
22
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
、

高
齢
介
護
課
へ
。

「自分はまだ元気だから介護予防なんて必要な
い」と思ってはいないでしょうか。介護予防は、
元気なうちから取り組んでいく必要があります。
住み慣れた地域で元気に生活し続けるために、教
室に参加して、楽しく介護予防に取り組みません
か。

内 容�日常生活の中で行える運動、口腔ケア、
栄養の話など10回コース

対 象�65歳以上の市民※医師より運動を止めら
れている人は参加できません。

定 員�40人【先着順】※初めての人優先
持ち物�飲み物、タオル
申込み�11月7日㈪午前9時から、電話で高齢介

護課へ。
※できるだけ全日程ご参加ください。

日出谷子育て支援センター�７８９－２５８１
保育課�７８６－１８５５

駅前子育て支援センター�７７４－９９７９
高齢介護課�７８６－３２１１

ああわわててんんぼぼううのササンンタタがややっっててくくるる2016
桶川市商工会青年部で大好評のイベントを今年も実施します。青年部員がサ

ンタクロースに変身してみなさんのお宅までプレゼントをお届けします！
と き�１２月１１日㈰午後５時～９時頃 対 象�市内在住の小学生以下
定 員�２００世帯【多数抽選】 費 用�無料
申込み�往復はがき（１家族につき１通）に住所・保護者氏名・電

話番号・対象人数・名前（ふりがな）・学年・返信先宛名
を記入のうえ、１１月２５日㈮《消印有効》までに、商工会内
青年部サンタ事業係（〒３６３－００２４鴨川１－４－３）へ。
※記入漏れがある場合は応募が無効になります。

問合せ�桶川市商工会青年部�７８６－０９０３

公立保育所地域子育て支援事業
ああそそぼぼうう会会とと園園庭庭開開放放のの

おお知知ららせせ

保育所
鴨川、坂田
北、日出谷

実施日
９日㈬
１６日㈬

あそぼう会 １１月
「手作りおもちゃ
で遊ぼう」

保育所
北
日出谷
鴨川
坂田

実施日
２日㈬・８日㈫
２日㈬・２２日㈫
１日㈫・３０日㈬
１５日㈫・３０日㈬

園庭開放
※雨天中止

時 間�午前9時30分～11時
費 用�無料
対 象�乳幼児（未就学児）と保護者
持ち物�着替え、タオル、飲み物
申込み�不要。なるべく自転車、徒歩で

お越しください。
※子育て相談も実施しています。詳しく
は各保育所ホームページをご覧くださ
い。

鴨川保育所�786－1437
日出谷保育所�787－0593
坂田保育所�728－4653
北 保 育 所�771－2014

このゆびとまれ主催事業
歩 Looking（みんなで楽しく歩きましょう）

風の散歩道、玉川上水と井の頭恩賜公園～吉祥寺散歩
と き�１１月２７日㈰午前７時５０分桶川駅改札前集合※小雨決行
コース�三鷹駅～禅林寺～玉川上水～三鷹市山本有三記念館～むらさ

き橋～井の頭恩賜公園～井の頭弁財天～七井橋～吉祥寺駅
※約６㎞、５時間（見学時間含む）

対 象�市内在住の人（小学生・親子大歓迎） 定 員�２５人
費 用�大人２，２５０円、子ども１，１００円（交通費、保険代など）

※当日集金、別途施設利用料３００円
持ち物�ウォーキングに適した服装で雨具、昼食、飲み物
申込締切�１１月２２日㈫《必着》

ニュースポーツ体験 おやこであそぼ～
（ディスゲッター・ソフトペタンク）

と き�１２月１０日㈯午後１時３０分～４時３０分
ところ�サン・アリーナ
対 象�小学生の家族（一般１人も大歓迎） 定 員�２５人
費 用�大人４００円、子ども２００円（用具代・保険代など）※当日集金
持ち物�タオル、体育館シューズ、飲み物
申込締切�１２月３日㈯《必着》
…………………………………………………………………………………
申込み�往復はがきに、住所・氏名（ふりがな）・年齢・性別・電話

番号・返信先宛名・「風の散歩道」または「ニュースポーツ」
と記入のうえ、大沼忠儀（〒３６３－０００１加納２０４４－３）へ。

問合せ�大沼�７２８－４９２９

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ながら運動健康教室

12月2日㈮・6日㈫・12日㈪
平成29年1月23日㈪・31日㈫

2月6日㈪・13日㈪・20日㈪
3月7日㈫・13日㈪

午後2時～3時30分
（午後1時30分から受付）

保健センター

日 程

時 間

ところ

情
報
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や
さ
し
い
手
話

〜�
見
る
こ
と
ば
�
を
学
ぼ
う
〜

ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
講
座
（
シ
ア
バ
タ
ー
ク

リ
ー
ム
作
り
）
〜
お
好
み
の
香
で
天
然
の

保
湿
ク
リ
ー
ム
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

ハ
ー
バ
ル
カ
ト
ラ
リ
ー
講
座

キ
ム
チ
作
り
講
座

〜
手
近
な
食
材
で
キ
ム
チ
を
作
り
ま
す
〜

ア
レ
ン
ジ
し
め
飾
り
講
座

子
育
て
マ
マ
の
『
働
き
方
』
応
援

セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

和
紙
人
形
づ
く
り
講
座

〜
絵
本
か
ら
抜
け
出
た

か
さ
こ
じ
ぞ
う
、干
支（
と
り
）〜

か
わ
い
い
箱
庭
づ
く
り
講
座

ク
リ
ス
マ
ス
編

〜
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
ク
リ
ス

マ
ス
の
演
出
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
〜

な
つ
か
し
い
名
作
映
画
を

観
る
会
Ⅶ

第
５
回
資
料
解
説
講
座

「
桶
川
市
内
に
お
け
る

近
年
の
発
掘
調
査
か
ら
」

自
己
紹
介
や
あ
い
さ
つ
と
い
っ
た
日
常

生
活
で
使
う
手
話
か
ら
、
事
故
の
と
き
の

対
応
方
法
な
ど
、
初
心
者
の
人
で
も
た
の

し
く
手
話
を
学
べ
ま
す
。「
手
話
を
学
ぶ

機
会
が
な
い
、
街
で
困
っ
て
い
る
人
が
い

た
と
き
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
か

っ
た
」
な
ど
、
手
話
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き
▼
11
月
26
日
㈯
、
12
月
3
日
㈯
・

17
日
㈯
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

定
員
▼
20
人
【
多
数
抽
選
】

費
用
▼
無
料

講
師
▼
講
師
�
関
根
真
澄
さ
ん
【（
一

社
）
埼
玉
県
聴
覚
障
害
者
協
会
会
員
】

手
話
通
訳
者
�
斎
藤
雅
司
さ
ん
（
桶
川
手

話
サ
ー
ク
ル
会
員
）

申
込
み
▼
11
月
2
日
㈬
〜
16
日
㈬
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
に
、
電
話
（
728
―
7
6

2
2
）、
�
728
―
7
6
8
0
ま
た
は
直
接
、

東
公
民
館
へ
。

と
き
▼
12
月
2
日
㈮
午
前
9
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
、
在
勤
の
女
性

定
員
▼
10
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
1
�
5
0
0
円
（
材
料
代
）

持
ち
物
▼
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

講
師
▼
村
田
知
香
子
さ
ん

申
込
み
▼
11
月
2
日
㈬
〜
16
日
㈬
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
に
電
話
ま
た
は
直
接
、

東
公
民
館
へ
。

木
製
の
大
き
な
ス
プ
ー
ン
に
ハ
ー
ブ
を

飾
り
つ
け
る
「
キ
ッ
チ
ン
が
華
や
ぐ
飾
り

さ
じ匙
」
を
、
ク
リ
ス
マ
ス
仕
様
で
作
成
し
ま

す
。
お
料
理
に
も
使
え
る
ハ
ー
ブ
で
す
。

と
き
▼
11
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
加
納
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員
▼
16
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
2
�
0
0
0
円
（
材
料
代
）

持
ち
物
▼
汚
れ
て
も
よ
い
服
装（
ま
た
は

エ
プ
ロ
ン
持
参
）で
、は
さ
み
、筆
記
用
具

講
師
▼
坂
田
幸
乃
さ
ん

申
込
み
▼
11
月
4
日
㈮
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
で
加
納
公
民
館
へ
。

と
き
▼
12
月
7
日
㈬
・
9
日
㈮
午
前
9

時
30
分
〜
正
午
（
全
2
回
）

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員
▼
16
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
1
�
5
0
0
円
程
度
（
材
料
代

な
ど
）

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
、
白
菜
キ
ム
チ
の

入
れ
物（
タ
ッ
パ
ー
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
）、

ふ
き
ん
、
ゴ
ム
手
袋
、
筆
記
用
具

講
師
▼
小
阪
玉
江
さ
ん

申
込
み
▼
11
月
9
日
㈬
午
前
9
時
か
ら

電
話
で
加
納
公
民
館
へ
。

し
め
縄
と
雑
貨
と
あ
な
た
の
セ
ン
ス
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
め
飾
り
を
作
り
ま
す
。

「
お
店
で
は
買
え
な
い
し
め
飾
り
」
で
、

新
し
い
年
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
12
月
16
日
㈮
午
前
9
時
30
分
〜

正
午と

こ
ろ
▼
加
納
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員
▼
16
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
1
�
2
0
0
円
（
材
料
代
）

持
ち
物
▼
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
（
ま
た

は
エ
プ
ロ
ン
持
参
）
で
、
は
さ
み
、
ペ
ン

チ
、
手
芸
用
ボ
ン
ド
、
筆
記
用
具
な
ど

講
師
▼
増
山
和
美
さ
ん

申
込
み
▼
11
月
22
日
㈫
午
前
9
時
か
ら

電
話
で
、
加
納
公
民
館
へ
。

市
で
は
、
県
、
上
尾
市
、
北
本
市
、
鴻

巣
市
、
伊
奈
町
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
お

よ
び
埼
玉
り
そ
な
銀
行
と
協
働
し
て
、
定

住
促
進
・
子
育
て
世
代
支
援
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
働
く
女
性
た
ち
の
様
々
な

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
か
ら
、
自
分
ら
し
く
活
躍

す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

と
き
▼
11
月
21
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
上
尾
市
プ
ラ
ザ
22
（
上
尾
市

谷
津
2
―
1
―
50
）
集
合

対
象
▼
子
育
て
中
の
女
性
、
創
業
に
興

味
の
あ
る
女
性

費
用
▼
無
料

定
員
▼
50
人
【
先
着
順
】
※
専
門
ス
タ

ッ
フ
が
付
い
た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

す
る
の
で
、
お
子
さ
ん
連
れ
で
参
加
可

講
師
▼
小
林
あ
ゆ
み
さ
ん
（
合
同
会
社

ま
ま
の
え
ん
代
表
）

申
込
み
▼
電
話
（
643
―
3
7
1
7
）
ま

た
は
�
（
643
―
3
7
7
6
）
で
日
本
政
策

金
融
公
庫
さ
い
た
ま
支
店
へ
。

と
き
▼
12
月
2
日
・
9
日
・
16
日
（
金

曜
・
全
3
回
）
午
後
1
時
30
時
〜
4
時

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

定
員
▼
10
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
2
�
0
0
0
円
（
材
料
代
）

持
ち
物
▼
は
さ
み
、
お
し
ぼ
り
、
筆
記

用
具講

師
▼
西
山
紀
子
さ
ん

申
込
み
▼
11
月
4
日
㈮
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
桶
川
公
民
館
へ
。

と
き
▼
12
月
4
日
㈰
午
前
10
時
30
時
か

ら
と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
2
�
0
0
0
円
（
材
料
代
）

持
ち
物
▼
タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン

講
師
▼
川
井
弘
子
さ
ん

申
込
み
▼
11
月
4
日
㈮
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
桶
川
公
民
館
へ
。

古
き
良
き
映
画
を
16
㎜
フ
ィ
ル
ム
で
鑑

賞
し
ま
す
。

上
映
作
品
▼
次
郎
物
語
（
1
9
8
7
年

制
作
・
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
作
品
）

監
督
�
森
川
時
久

脚
本
�
井
手
雅
人

出
演
�
加
藤
剛
、
高
橋
惠
子

と
き
▼
11
月
19
日
㈯
午
後
6
時
か
ら

（
午
後
5
時
30
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
50
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
不
要

詳
し
く
は
�
川
田
谷
公
民
館

私
た
ち
の
暮
ら
す
桶
川
の
大
地
に
は
、

太
古
か
ら
の
遺
跡
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
住

宅
建
設
な
ど
現
代
の
開
発
の
中
で
、
縄
文

時
代
を
は
じ
め
と
す
る
遺
跡
が
姿
を
現
し
、

教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
講
座
で
は
、
近
年
の

発
掘
調
査
の
成
果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

と
き
▼
11
月
20
日
㈰
午
後
2
時
〜
3
時

30
分と

こ
ろ
▼
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
40
人

費
用
▼
無
料

講
師
▼
生
涯
学
習
文
化
財
課
職
員

申
込
み
▼
11
月
2
日
㈬
〜
19
日
㈯
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
。

東公民館�７２８－７６２２（月曜休）
加納公民館�７２８－１０４０（月曜休）

桶川公民館�７７２－３８８８ 川田谷公民館�７８６－４０３３
歴史民俗資料館�７８６－４０３０ 市民活動サポートセンター�７８６－２４００（いずれも月曜休）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動団団団団団団団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体体体体体体体交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催！！！！！！！！！！！！！！！！
各団体が活動の幅をさらに広げられるように市民活動団体交流会を開催します。

皆さんが普段どんな活動をしているかの紹介
テーマ：仲間（会員）の増やし方
講師：さいたまNPOセンター 村田恵子さん
お互いに話をして活動の悩み・課題を共有

と き�１１月１８日㈮午後１時３０～４時 ところ�市民活動サポートセンター
対 象�市内で活動している市民活動団体（NPO、ボランティア団体、サークル団体、自治会など）に

所属の人
費 用�無料 定 員�３５団体【先着順】※１団体につき１人の出席でお願いします。
申込み�１１月１日㈫～１６日㈬午前９時～午後５時に、電話または直接、市民活動サポートセンターへ。

参加団体による活動紹介

セミナー

各団体の交流タイム

第１部

第２部

第３部

内
容

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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食
で
繋
が
る
国
際
交
流
事
業

〜
外
国
の
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す（
中
国
編
）〜

市
立
集
会
所
作
品
展
開
催

「
ペ
ッ
ト
災
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

開
催
の
お
知
ら
せ

県
民
の
日
「
水
循
環
セ
ン
タ
ー
探
検

ツ
ア
ー（
下
水
道
施
設
見
学
会
）」

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
囲
碁
大
会
開
催

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

「
紅
葉
見
ナ
イ
ト
」
開
催

市
内
在
住
の
外
国
人
を
講
師
と
し
て
、

外
国
の
料
理
を
作
り
ま
す
。
今
回
は
、
皮

か
ら
作
る
「
本
場
の
水
餃
子
」
で
す
。
身

近
な
食
文
化
を
通
じ
て
、
国
際
交
流
を
深

め
ま
し
ょ
う
。
こ
の
事
業
は
、
協
働
推
進

提
案
事
業
で
す
。

と
き
▼
11
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

2
時と

こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

定
員
▼
20
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
500
円

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
帰

り
容
器

申
込
み
▼
11
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
桶
川
公
民
館
へ
。

桶
川
集
会
所
（
ユ
ニ
テ
ィ
）
と
加
納
集

会
所
（
パ
ル
レ
）
で
実
施
し
て
い
る
文
化

講
座
（
書
道
教
室
、
編
物
教
室
、
デ
コ
パ

ー
ジ
ュ
教
室
）
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と
き
▼
12
月
3
日
㈯
午
前
9
時
〜
午
後

3
時と

こ
ろ
▼
桶
川
集
会
所
（
ユ
ニ
テ
ィ
）

詳
し
く
は
�
生
涯
学
習
文
化
財
課

災
害
が
発
生
し
た
際
、
ペ
ッ
ト
と
共
に

避
難
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
の
準
備
や
知
識
が

な
い
と
、
避
難
し
た
先
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
が
家
族
の
一
員
と
し

て
生
活
す
る
中
で
、
災
害
に
ど
の
よ
う
に

備
え
る
か
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。内

容
▼
○
ペ
ッ
ト
防
災
に
つ
い
て
の
講

演
【
講
師
�
平
井
潤
子
さ
ん
】（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ア
ナ
イ
ス
代
表
）

○
桶
川
市
地
域
防
災
計
画
の
解
説

○
参
加
者
全
員
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
避
難
用
品
と
避
難
経
路
を
考
え
る
）

○
被
災
地
写
真
パ
ネ
ル
お
よ
び
ペ
ッ
ト
避

難
用
品
の
展
示

と
き
▼
12
月
3
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
15
分

と
こ
ろ
▼
さ
い
た
ま
文
学
館

対
象
▼
市
民
お
よ
び
近
隣
の
人

※
ペ
ッ
ト
の
同
伴
参
加
は
不
可

定
員
▼
30
人

費
用
▼
無
料

主
催
▼
彩
の
国
動
物
愛
護
推
進
員
チ
ー

ム
上
尾

申
込
み
▼
不
要

問
合
せ
�
チ
ー
ム
上
尾
�
０７０
―
１
４
７

３
―
８
０
５
５

メ
ー
ルteam

a_dogcat@
yahoo.co.jp

下
水
道
施
設
を
開
放
し
、
探
検
ツ
ア
ー

を
行
い
ま
す
。
見
学
を
し
な
が
ら
ス
タ
ン

プ
を
集
め
、
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
景
品
が

も
ら
え
ま
す
。

と
き
▼
11
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
の
部
）、
午
後
1
時
〜
3
時
（
午
後

の
部
）

と
こ
ろ
▼
元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

（
小
針
領
家
939
）

申
込
み
▼
不
要
。
開
始
時
間
前
に
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
催
▼
（
公
財
）
埼
玉
県
下
水
道
公
社

問
合
せ
�
元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

�
７２８
―
２
０
１
１

世
代
を
超
え
た
囲
碁
愛
好
者
の
交
流
を

図
り
ま
す
。
男
性
の
部（
能
力
別
4
階
級
）、

女
性
と
小
学
生
の
部
の
階
級
ご
と
に
優
勝

者
を
決
定
し
ま
す
。

と
き
▼
11
月
20
日
㈰
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時
（
午
前
9
時
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
の
人

定
員
▼
80
人
【
先
着
順
】（
男
性
64
人
、

女
性
・
小
学
生
16
人
）

申
込
み
▼
11
月
2
日
㈬
〜
12
日
㈯
に
、

直
接
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
昼
食
希
望
の
人
は
申
込
み
時
に
、
500
円

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
事
業

の
た
め
当
日
は
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

主
催
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
�
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
７２８
―

１
１
２
２

美
し
く
紅
葉
し
た
22
種
約
500
本
の
カ
エ

あ
ん
ど
ん

デ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
、「
ア
ー
ト
行
灯
」

や
、
園
内
で
発
生
し
た
間
伐
材
や
竹
材
を

活
用
し
た
草
月
流
オ
ブ
ジ
ェ
を
設
置
し
、

街
な
か
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
ひ
と

味
違
っ
た
幻
想
的
な
秋
の
夜
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
、
会
場
内
の
樹

木
や
花
壇
に
30
万
球
を
超
え
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
装
飾
し
ま
す
。

と
き
▼
11
月
3
日
（
木
・
祝
）
〜
12
月

4
日
㈰
午
後
4
時
30
分
〜
8
時
30
分
（
入

園
は
午
後
8
時
ま
で
）

と
こ
ろ
▼
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
中

央
口
エ
リ
ア
（
住
所
�
滑
川
町
山
田
1
9

2
0
）

※
入
退
園
は
中
央
口
改
札
の
み

費
用
▼
高
校
生
以
上
410
円
、
65
歳
以
上

210
円
、
小
・
中
学
生
80
円

※
幼
児
無
料
。
別
途
駐
車
料
金
（
平
日
夜

間
の
駐
車
料
金
無
料
）

問
合
せ
�
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

�
０
４
９
３
―
５７
―
２
１
１
１

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

桶川公民館�７７２－３８８８（月曜休）
生涯学習文化財課�７８６－３２１１

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭22222222222222222222000000000000000000001111111111111111111166666666666666666666
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

県内の芸術文化団体などが一堂に会し、伝統文化や現代的な芸術文化といった様々なジャンルの芸術
文化活動について、一日のうちに鑑賞、体験できるイベントです。
今年で5回目となる本イベントでは、様々なジャンルの体験メニューに加え、紙芝居、朗読、舞踊、
音楽といった鑑賞のメニューを実施します。また、駅西口公園では、県内アマチュア文化団体に発表の
機会を提供することを目的とし、出演団体の公募を行い、県内の大学サークルなど（和太鼓演奏、カラ
ーガードなど）の出演を予定しています。
また、11月1日の「古典の日」普及啓発のため、さいたま文学館主催の古典の日記念講演会「東歌の
世界」（万葉集に関する講演）も併せて開催します。

と き�11月26日㈯午前10時～午後4時30分
ところ�響の森（さいたま文学館、市民ホール）、OKEGAWA hon プラス＋（おけが

わマイン3階）、駅西口公園※駅西口公園のみ雨天中止
費 用�無料（一部実費）
申込み�次の体験メニューは電話で受付中【先着順】

①茶道体験、②折り紙体験、③フラダンス体験、
④日本舞踊体験、⑤箏の体験、⑥モダンダンス体験
※その他のメニューは当日受付

申込み・問合せ�県生涯学習文化財課（埼玉県芸術文化祭実行委員会事務局）�８３０－６９２１

詳しくは
芸術文化ふれあい
交流フェア
県ホームページ�
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鴻
巣
市

K
onosu

C
ity

人
・
街
の
幸
せ
つ
な
ぐ

こ
う幸
の
と
り
バ
ル

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅲ

北
本
市

K
itam
oto
C
ity

き
た
も
と
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
７
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
「
四
季
」

全
曲
演
奏
会

「
街
バ
ル
」
と
は
地
域
の
飲
食
店
を
、

ス
ペ
イ
ン
の
街
角
で
多
く
見
ら
れ
る
立
ち

飲
み
ス
タ
イ
ル
の
飲
食
店
「
バ
ル
（
Ｂ
ａ

ｒ
）」
に
見
立
て
、
バ
ル
チ
ケ
ッ
ト
（
要

事
前
購
入
）
で
参
加
店
を
食
べ
・
飲
み
歩

く
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き
▼
11
月
10
日
㈭
〜
12
日
㈯

費
用
▼
チ
ケ
ッ
ト
代
（
4
枚
綴
り
）
前

売
り
2
�
5
0
0
円
、
11
月
10
日
㈭
か
ら

は
2
�
8
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
▼
平
日
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
に
鴻
巣
市
商
工
会
館
、
水
曜
日
を

除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
に
鴻
巣
市
観

光
協
会
、
月
曜
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
に
「
ま
ち
の
駅
み
や
も
と
」、
11

月
7
日
㈪
〜
10
日
㈭
の
午
後
5
時
30
分
〜

8
時
に
鴻
巣
駅
改
札
付
近
（
予
定
）
※
完

売
次
第
終
了

※
参
加
店
な
ど
は
決
定
次
第
、
鴻
巣
市
商

工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
合
せ
�
鴻
巣
市
商
工
会
�
０４８
―
５４１
―

１
０
０
８

創
立
50
年
を
超
え
る

老
舗
室
内
合
奏
団
に
よ

る
十
八
番
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
ィ
「
四
季
」
全
曲
演

奏
。
独
奏
は
若
手
の
青

木
尚
佳
。
新
年
の
幕
開

け
を
清
々
し
い
名
曲
で

始
め
ま
し
ょ
う
。

出
演
▼
東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
、

青
木
尚
佳
（
バ
イ
オ
リ
ン
）

と
き
▼
平
成
29
年
1
月
28
日
㈯
午
後
2

時
〜
4
時

と
こ
ろ
▼
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
定
員
▼
710
人

費
用
▼
前
売
り
一
般
3
�
0
0
0
円
、

65
歳
以
上
・
中
学
生
以
下
2
�
5
0
0
円
、

ペ
ア
割
引
1
人
当
り
500
円
引
き

問
合
せ
�
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

�
０４８
―
５９１
―
７
３
２
１

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

シ
ニ
ア
の
た
め
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
デ
ジ
カ
メ
講
座

と
き
▼
11
月
11
日
〜
12
月
16
日
（
金

曜
・
全
6
回
）
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

30
分定

員
▼
30
人
【
先
着
順
】

対
象
▼
約
60
歳
以
上
で
パ
ソ
コ
ン
に

デ
ジ
カ
メ
か
ら
画
像
が
取
り
込
め
る
人

費
用
▼
1
4
�
0
0
0
円
（
教
材
費

込
）

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
2
0
1
3（
後
期
）

と
き
▼
11
月
19
日
・
26
日
（
土
曜
・

全
2
回
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

対
象
▼
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
の
基
本
操
作
を
習

得
し
て
い
る
人

費
用
▼
1
2
�
0
0
0
円
（
教
材
費

込
）

古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
文
明
の
興
隆

と
き
▼
11
月
8
日
〜
12
月
6
日
（
火

曜
・
全
5
回
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員
▼
60
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
7
�
5
0
0
円

申
込
み
・
問
合
せ
▼
電
話
（
728
―
7
1

1
3
）、
来
館
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

第８回 糖尿病フェア～知って得する糖尿病。守ろう！自分の大切なからだ～
日時：１１月１９日㈯１２：３０（開場）～１６：００（予定）
場所：北里大学メディカルセンター※駐車場無料

内容：糖尿病専門医、看護師、栄養士が、糖尿病の合併症予防、フットケア、外食における食事の選び方について
講演します。また、今年も体験ブースを準備中です。糖尿病の方も、糖尿病でない方もぜひお越し下さい。

☆お問い合わせ：北里大学メディカルセンター事務部総務課 048－593－1212（代表）

北里大学メディカルセンター主催

受講料無料
事前申込不要
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－
　　桶川市民ホール　☎ 階受付（チケット）☎
　　さいたま文学館　☎

　　

市
民
ホ
ー
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
イ
ヤ
ー

記
念
公
演

年
越
し
み
ん
な
の
第
九
・

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

桶
川
シ
ア
タ
ー
響
の
森
Ｖ
Ｏ
Ｌ
�２

映
画
「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

ド
リ
ー
」
上
映
会

さ
い
た
ま
文
学
館

情
報

開
館
時
間
▼
10
時
〜
17
時
30
分

企
画
展
「
平
将
門
」
関
連
事
業

ビ
デ
オ
上
映
会「
風
と
雲
と
虹
と
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
）

埼
玉
文
芸

秋
の
集
い

内
容
▼
第
1
部
�
桶
川
市
民
ホ
ー
ル

「
友
の
会
」
合
唱
団
＆
東
京
交
響
楽
団

第
2
部
�
東
京
交
響
楽
団

第
3
部
�
第
九
合
唱
団
＆
東
京
交
響
楽
団

（
指
揮
�
大
井
剛
史
）
ソ
リ
ス
ト
�
針
生

美
智
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）・
小
泉
詠
子
（
ア
ル

ト
）・
菅
野
敦
（
テ
ノ
ー
ル
）・
成
田
博
之

（
バ
リ
ト
ン
）

と
き
▼
12
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
後
1

時
45
分
開
場
、
午
後
2
時
30
分
開
演

費
用
▼
指
定
席
5
�
0
0
0
円
、
自
由

席
4
�
5
0
0
円
↓
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

※
参
加
者
の
優
先
予
約
あ
り

と
き
▼
11
月
12
日
㈯

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
20
分

②
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
20
分

③
午
後
4
時
15
分
〜
6
時
5
分

④
午
後
7
時
〜
8
時
50
分（
各
30
分
前
開
場
）

費
用
▼
全
席
自
由
高
校
生
以
上
1
�
0

0
0
円
、3
歳
〜
中
学
生
800
円
、親
子
1
�

6
0
0
円
※
チ
ケ
ッ
ト
当
日
販
売
の
み

と
き
▼
11
月
12
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
45
分

と
こ
ろ
▼
文
学
ホ
ー
ル

定
員
▼
200
人

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
電
話
で
さ
い
た
ま
文
学
館
へ
。

※
参
加
者
は
当
日
に
限
り
企
画
展
無
料

内
容
▼
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
」
へ
の

旅
か
ら

【
第
1
部
】
埼
玉
文
芸
家
集
団
の
作
家
が
、

詩
人
が
、
俳
人
が
語
る
。

【
第
2
部
】「
も
っ
と
生
き
て
い
た
か
っ

た
…
」

と
き
▼
11
月
5
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

4
時と

こ
ろ
▼
文
学
ホ
ー
ル

定
員
▼
150
人

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
電
話
で
さ
い
た
ま
文
学
館
へ
。

※
参
加
者
は
当
日
に
限
り
企
画
展
無
料

桶
川
市
民
ホ
ー
ル

情
報

開
館
時
間
▼
9
時
〜
22
時

催 し 物 と き 内 容

フリーマーケット 毎月第1日曜日
午前9時～午後4時

安くてよい品の展示即売
※出店者募集中！

ふるさと蚤の市 毎月第2日曜日
午前9時～午後4時

古民具・古着などのアンティーク
商品の販売

《開講講座》 ※染物教室・陶芸教室・そば打ち教室・うどん打ち教室・木工
細工教室・書道教室については電話で問い合わせください。

《イベント＆サービス》

べに花ふるさと館
体験教室合同展示会 11月1日㈫～6日㈰

当館で実施している体験教室（陶
芸・書道・木工）の受講者が作成
した作品を展示します。

第53回桶川菊花展
（べに花ふるさと館共催）

11月1日㈫～16日㈬
午前9時～午後4時
※最終日のみ午後3
時まで

秋を代表する花、菊を展示します。
色とりどりに咲き誇る菊をお楽し
みください。
主催�べに花の郷 おけがわ市民
芸術文化祭・総合アート展実行委
員会・桶川菊花会

年中行事「十日夜」 11月10日㈭

秋の収穫を祝う子どもが主役の祭
り。ボタモチを作って稲束の上に
供え、ワラ鉄砲で地面をたたきま
す。

年中行事「恵比寿講」11月15日㈫～20日㈰
1月20日に働きに出た恵比寿様が
帰ってくる日。
母屋では商売繁盛を祈念して、恵
比寿様と大黒様を祀ります。

第8回
ふるさと再発見講座
（べに花ふるさと館共催）

11月19日㈯
①午後1時30分～

2時
②午後2時～

3時45分

①民話の発表（河童の会・民話の
会おばこ）
受講料�無料
②講座「大阪城落城と淀殿・幸村
（信繁）の死闘」外川澄輝さん（い
きがい大学OB講師・桶川市）
受講料�600円※中学生以下無料
主催�埼玉県民話語り協議会

四季の音楽会 vol．7
（べに花ふるさと館共催）

11月23日（水・祝）
午後2時開演

季節の歌を中心にソプラノとピア
ノの演奏をお楽しみください。
費用�大人2，000円／小学生以下
1，000円
※主催者からのお土産（小人除く）
およびドリンク付

主催�森陽子音楽教室

第16回
桶川全国ふるさと祭り
“あなたのふるさとが

ここにあります”

11月26日㈯・27日㈰

各県人会による郷土特産品の販売
のほか、各地の踊りや演奏・唄な
どのステージイベントを開催しま
す。
※衛生上、ペットの連れ込みはご
遠慮ください。

１１月の【休館日】の
お知らせ

7日㈪・15日㈫・
21日㈪・22日㈫・
28日㈪

7日㈪・14日㈪・
21日㈪・28日㈪

さいたま文 学 館
桶川市民ホ ー ル

べに花ふるさと館

申し込み時間：
午前9時～午後6時

�729－1611
�727－025511月

2016．113333
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まちの話
題

「「宝宝くくじじ助助成成」」でで購購入入～～坂坂田田細細谷谷区区～～

坂田細谷区は、地域活動の活性を図るため
（一財）自治総合センターが実施する「コミュ
ニティ助成事業」の助成を受け、冷蔵庫やパ
ソコン、テントなどの集会所備品を購入しま
した。この「コミュニティ助成事業」は、宝
くじの収入を財源に、コミュニティの健全な
発展と宝くじの普及広報を目的として行われ
るものです。今後の地域コミュニティ推進へ
の大きな貢献が期待されます。

健健康康づづくくりりササポポーータターー養養成成講講座座
東公民館で健康づく
りサポーター養成講座
「健康1番！わくわく
セミナー」の公開講座
が行われました。当日、
講師を務めた落語家の
「春風亭柳橋」さんは、

はなし

健康に関した噺を披露。
会場は笑いに包まれま
した。 （9月23日）

絵絵画画ジジュュニニアア展展

ベニバナウォーク桶川1階の市民活動サポートセ
ンターや2階通路などで市内小学生の絵画展示が行
われ、多くの来場者で賑わいました。

（期間：9月17日～25日）

ママウウンンテテンンババイイクク・・ダダウウンンヒヒルル
レレーーススでで入入賞賞

日本遺産のまち「尾道」を疾走した全国規模の
MTB大会で市内在住の三宅和之さんが総合5位の
入賞を果たしました。

第１６回桶協夏季グラウンド・ゴルフ大会
大会結果

ところ�後谷公園 とき�８月３１日㈬ 参加人数�１０７人
主 催�桶川市グラウンド・ゴルフ協会

平成２８年度シルバーレクリエーション大会結果
とき�９月２５日㈰ ところ�サン・アリーナ
主催�教育委員会

（同スコアの場合は、年齢の高い方が上位）

室内グラウンド・ゴルフの部
【男子の部】 【女子の部】
優 勝 中村 公信17打 優 勝 伊藤 幸子10打
準優勝 吉澤 照夫18打 準優勝 平間ふぢ子15打
第3位 熊倉 時雄19打 第3位 堤 多賀子18打

ディスゲッターの部
【男子の部】 【女子の部】
優 勝 熊倉 時雄48点 優 勝 堤 多賀子51点
準優勝 長谷川富也35点 準優勝 河井志津江41点
第3位 杉内 光昭33点 第3位 柳川 義子40点

スポーツ吹矢の部
【男子の部】 【女子の部】
優 勝 熊倉 時雄93点 優 勝 河井志津江89点
準優勝 杉内 光昭87点 準優勝 金沢あや子87点
第3位 横森 繁85点 第3位 工藤富士子87点

男子の部
優 勝 清水 征吾 打数64 H5 城山クラブ
準優勝 松本 武男 打数67 H4 ゆりの木
3 位 山崎 五郎 打数68 H3 ゆりの木
女子の部
優 勝 千代間喜代子 打数69 H4 ゆりの木
準優勝 金子 寛子 打数70 H3 ゆりの木
3 位 近藤 和子 打数75 H3 中央クラブ

※H…ホールインワン

日日出出谷谷保保育育所所のの稲稲刈刈りり

日出谷保育所
の園児が稲刈り
を体験しました。
この取り組みは、
「食育」の一環
で始まったもの
で、市民から田
んぼの提供を受
け行われていま
す。田植え体験
の後も苗の成長
を見守ってきた園児たち。慣れない手つきながらも上手
に刈り取り、収穫を楽しんでいました。 （9月27日）

「「流流れれ星星」」もも楽楽ししめめるる本本格格派派

桶川西高校の文化祭で生徒が作った「プラネ
タリウム」がお披露目になりました。プラネタ
リウムは、直径2．4メートル。科学部員8人が
科学雑誌「ニュートン」の記事を参考に三角形
に切った段ボール、88個を接着し作りあげまし
た。制作に携わった生徒は、「夏休みを返上し
て作りました。多くの人に見てもらいたい。星
空に興味を持つきっかけとなればうれしいで
す。」と話していました。
規模が小さいながらも（定員：大人6人）、
6万個の四季折々の星空や流れ星が楽しめる本
格的なプラネタリウム。桶西高では、校内水族
館に続く名物になることに期待を寄せています。

平平泳泳ぎぎでで全全国国11位位

全国中学校水泳競技大会と JOCジュニアオリ
ンピックカップの平泳ぎで金メダル3つ、銀メダ
ル1つを獲得した井坂友紀さん（東中3年）が市
長を表敬訪問しました。井坂さんは東京オリンピ
ック・パラリンピックの水泳強化選手に選ばれて
おり、今後の活躍が期待されます。 （9月26日）

「「ススポポーーツツ」」でで中中心心市市街街地地活活性性化化

おけがわマイン1
階の「エンジョル広
場」の特設コートで、
3×3バスケットボ
ールの大会が行われ、
大変盛り上がりまし
た。 （10月2日）

▲プラネタリウム内部

▲田植えの様子
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まちの話題

  

「桶川 IT ネット」のメンバー

オリジナルのテキスト

市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ

て
い
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
を
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。今
回
は「
桶

川
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
」の
土
屋
徳
康
会
長
と
八

木
伸
明
副
会
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
桶
川
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
主
催
の「
Ｉ
Ｔ
講
習
会
」

を
受
け
た
参
加
者
有
志
が
集
ま
り
、
平

成
14
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
発
足
当
初

は
、
自
分
た
ち
の
パ
ソ
コ
ン
技
術
の
向

上
が
主
な
活
動
で
し
た
が
、
習
得
し
た

技
術
を
他
人
の
た
め
に
活
か
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
現
在
の
活
動
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
現
在
、

29
人
で
す
。
東
公
民
館
の
パ
ソ
コ
ン
ル

ー
ム
を
活
動
拠
点
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
活
動
内
容
に
つ
い
て

毎
週
金
曜
日
の
「
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
や
教
育
委
員
会

主
催
の
「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」
の
講
師

を
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
視
覚
障
害

者
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
支
援
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
パ
ソ
コ

ン
の
導
入
か
ら
、
画
面
読
み
上
げ
ソ
フ

ト
な
ど
の
専
用
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
、
エ
ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
へ
の
対
応
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
メ
ン
バ

ー
が
活
動
を
行
う
う
え
で
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
、
誰
も
が
パ
ソ
コ
ン
を
楽
し

み
、
よ
り
便
利
で
豊
か
な
生
活
が
送
れ

る
「
お
手
伝
い
」
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―
―
「
桶
川
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
」
の
特
徴
に

つ
い
て

懇
切
丁
寧
に
わ
か
る
ま
で
と
こ
と
ん

教
え
て
い
る
所
で
し
ょ
う
か
（
笑
）
シ

ニ
ア
世
代
が
つ
ま
ず
き
や
す
い
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス

ト
も
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
料

が
安
い
事
も
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
理

由
に
つ
い
て

や
は
り
、
利
用
者
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
が
活
動
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
同
士
で
知
識
の
共
有
が
で
き

る
こ
と
も
魅
力
で
す
ね
。

―
―
今
後
の
展
開
・
目
標

メ
ン
バ
ー
が
高
齢
化
し
て
き
て
い
る

の
で
若
手
の
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、
会
の

若
返
り
を
図
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
私

た
ち
の
活
動
を
も
っ
と
広
く
周
知
し
て

利
用
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

取
材
後
記

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
5
年
通
っ
て

い
る
利
用
者
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
入
れ
る
こ
と
か
ら

教
え
て
も
ら
い
、
現
在
で
は
、
ブ
ロ
グ

や
画
像
編
集
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
ま
で

な
っ
た
そ
う
で
す
。「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
ほ
ぼ
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
指
導
す
る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
興

味
の
あ
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
７２８
―
２
２
２
１

俳

句

（
選
句
協
力
…
桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）

ひ
ま
わ
り
の
迷
路
べ
そ
か
く
童
か
な

加
納

堀
内

格

秋
彼
岸
死
者
も
生
者
も
そ
わ
そ
わ
と

末
広

菅
野

昭
子

一
鉢
十
円
小
菊
も
う
咲
く
ば
か
り

寿

土
井

清
子

ク
レ
ヨ
ン
の
と
け
る
ば
か
り
の
夏
野
か
な

末
広

齋
藤

律
子

赤
岳
の

を
濡
ら
す
霧
の
海

西

清
水

幸
子

数
珠
玉
を
摘
む
お
手
玉
を
作
る
程

東

柳
澤

京
子

ラ
ム
ネ
瓶
持
っ
て
電
車
に
駆
け
込
む
子

下
日
出
谷

山
下

恭
子

さ
つ
ま
い
も
目
出
た
き
色
を
堀
り
お
こ
す

坂
田

小
宮
山

勝

夫
に
説
く
青
汁
効
果
天
高
し

朝
日

大
野

君
子

時
折
り
は
日
の
丸
弁
当
秋
日
和

坂
田

小
林

茂
之

短

歌

ア
ル
バ
ム
を
開
け
ば
き
こ
ゆ
幼
な
児
の
ゾ
ー
サ
ン
の
歌
耳
に
残
れ
り

東

田
中
美
智
子

夏
の
海
伊
根
の
舟
屋
に
眺
め
つ
ゝ
旅
の
思
い
出
を
短
歌
に
つ
づ
れ
り

若
宮

中
坂

紘
子

遮
断
機
が
下
り
て
や
き
も
き
待
ち
を
れ
ば
上
り
下
り
と
ま
た
上
り
来
る

下
日
出
谷

山
下

恭
子

林
檎
む
く
朝
餉
の
あ
と
の
ひ
と
時
に
ぬ
く
も
り
重
ね
い
つ
し
か
八
十
路

泉

外
山

ナ
ミ

羽
化
を
せ
し
蝉
の
脱
ぎ
た
る
抜
け
殻
の
眼
に
た
ま
し
い
の
残
り
て
ゐ
た
り

朝
日

大
野

君
子

大
輪
の
月
下
美
人
の
揺
ら
ぎ
初
め
我
の
米
寿
と
重
ね
見
あ
き
ず

泉

小
柏

キ
ヨ

夏
草
の
土
手
に
座
り
て
仰
ぎ
見
る
打
ち
上
げ
花
火
と
遠
き
星
々

坂
田

中
井
加
恵
甫

第
13
回
「
桶
川
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
」

1月生まれ のの子子どどもものの写写真真（（33歳歳ままでで））をを募募集集ししまますす。。応応募募はは写写真真（（顔顔全全体体ががははっっききりりとと写写っってて
いいるるもものの、、裏裏面面ににおお子子ささんんのの名名前前））とと、、別別紙紙にに①①おお子子ささんんのの名名前前（（ふふりりががなな））・・②②生生年年月月日日・・③③保保護護者者
名名・・④④住住所所・・⑤⑤電電話話番番号号・・⑥⑥簡簡単単ななメメッッセセーージジ（（5500字字程程度度））をを明明記記しし、、〒〒336633－－88550011住住所所記記入入不不要要
桶桶川川市市役役所所秘秘書書広広報報課課「「ははっっぴぴいいばばーーすすででいい」」担担当当宛宛ててににおお送送りりくくだだささいい。。（（1111月月1155日日消消印印有有効効））
※※応応募募者者多多数数のの場場合合はは抽抽選選ととななりりまますす。。※※過過去去にに掲掲載載さされれたたおお子子ささんんののごご応応募募はは、、ごご遠遠慮慮くくだだささいい。。

応募要領

�
①
作
品（
俳
句
は
1
人
3
句
、短
歌
は
1
人
1
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、必
ず
楷
書
で
記
入
）

②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま
た
は【
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
】（
ト
ッ
プ
ペー
ジ
�
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�
お
け
が
わ
文
芸
か
ら
投
稿
）で
秘
書
広
報
課
へ
。

�
発

表
…
毎
月
の
選
考
会
に
よ
り
、
上
位
、
俳
句
10
句
、
短
歌
7
首
を
応
募
順
に
掲
載

�
締
切
り
…
11
月
15
日
消
印
有
効
（
今
回
の
応
募
は
、
1
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

１１月生まれ
だよ！

たけ と

増田 健人ちゃん〈加納〉
1歳のお誕生日おめでとう！パパも
ママもわんぱく健人くんが大好きで
す。健康第一で元気にたくましく育
ってね。

たく ま

関口 拓真ちゃん〈小針領家〉
3歳のお誕生日おめでとう♪ヤンチ
ャでひょうきん者の拓ちゃん。これ
からも、みんなでたくさん笑おう
ね！

たすく

友光 翼ちゃん〈川田谷〉
3歳のお誕生日おめでとう！お手伝
いをしてくれたり、弟のお世話をし
てくれるやさしい翼くん。これから
も、元気に笑顔で育ってくれますよ
うに!!!

りく と

浅田 陸斗ちゃん〈坂田〉
1歳おめでとう。この1年元気に過
ごせてパパもママも幸せです。これ
からもたくさんの幸せをみんなに届
けて大きくなってね�

そう ま

築根 想真ちゃん〈若宮〉
1歳のお誕生日おめでとう☆にっこ
り笑顔がトレードマークの想真くん。
これからも笑顔で楽しく元気に大き
くなっていこうね！

み さき

内田 実咲ちゃん〈泉〉
実咲ちゃん、3歳のお誕生日おめで
とう（̂ô）これからも元気いっぱ
い笑顔いっぱいで大きくなってね♪

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

相談のみは無料

� 048－775－5892
FAX 048－772－0076

司法書士 井口 鈴子（簡裁代理権取得）
〒363－0023 埼玉県桶川市朝日2丁目12番23号

http : //homepage2．nifty.com/asahi-houmu/

相続・遺言・贈与・借金 着手金不要、費用分割可

その他、法律に関するお悩み、まずはご相談下さい。

遺言のおすすめ…子供がいない。特定の子供に財産を
あげたい。離婚により前妻の子がいる。等々…

【要予約】平日 9：00～17：00
（12：00～13：00除く）

予約により、土、日、祭日の面談可

朝日司法
書士総合法務事務所

情
報
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健
康
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ョ
ン

い
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報

ま
ち
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題

市
民
伝
言
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「広報おけがわ」は自治会で配布されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課�786－3211へ。
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

開
催
し
ま
す

■
足
も
み
講
習
会
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
球
足
も
み

実
践
普
及
協
会
桶
川
支
部
』

11
月
13
日
㈰
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
／
地

域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
／
10
人
／
2
�
5

0
0
円
（
教
材
費
、
テ
キ
ス
ト
な
ど
）
／

な
る
べ
く
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
連
絡
先
要
）
／
桶
川
市
民
お
よ
び
そ
れ

に
準
ず
る
人
／
赤
尾
�
�
786
―
1
6
5
0

■
25
周
年
記
念
講
演
会
「
メ
デ
ィ
ア
に
む

し
ば
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
」
―
小
児
科
医

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
『
桶
川
子
ど
も
の
本

の
会
』

11
月
19
日
㈯
10
時
〜
12
時
／
さ
い
た
ま
文

学
館
／
200
人
／
100
円
（
資
料
代
）
／
子
育

て
中
の
親
、
子
ど
も
に
関
わ
る
仕
事
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
大
人
の
人
に
ぜ

ひ
聞
い
て
ほ
し
い
内
容
で
す
。
保
育
あ
り

（
先
着
10
人
・
1
歳
以
上
）
／
松
沼
�
786

―
4
5
0
0

■
家
事
と
家
計
の
講
習
会
『
浦
和
友
の
会

桶
川
支
部
』

11
月
19
日
㈯
10
時
〜
11
時
45
分
／
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
24
人
（
託
児
5

人
・
1
歳
以
上
要
予
約
・
保
険
付
き
）
／

400
円
（
講
習
会
参
加
費
実
費
）、
託
児
料

400
円
（
軽
食
あ
り
）
／
な
る
ほ
ど
納
得
！

家
計
管
理
の
大
事
な
は
な
し
。
〜
一
緒
に

家
計
簿
を
つ
け
ま
せ
ん
か
〜
／
花
盛
�
775

―
5
0
9
8

■
日
出
谷
保
育
所
バ
ザ
ー
開
催
『
日
出
谷

保
育
所
父
母
の
会
』

11
月
20
日
㈰
10
時
〜
12
時
／
日
出
谷
保
育

所
／
ゲ
ー
ム
参
加
費
各
100
円
／
日
用
品
や

リ
サ
イ
ク
ル
子
供
服
な
ど
の
バ
ザ
ー
と
一

緒
に
ち
び
っ
こ
向
け
の
ゲ
ー
ム
（
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
・
輪
投
げ
・
く
じ
引
き
な
ど
）

も
行
い
ま
す
／
日
出
谷
保
育
所
�
787
―
0

5
9
3

■
寄
席
の
御
案
内『
桶
川
寄
席
り
ん
ど
う
』

11
月
20
日
㈰
14
時
開
演
／
桶
川
集
会
所

（
ユ
ニ
テ
ィ
）
／
約
60
人
／
無
料
／
皆
で

笑
っ
て
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
よ
う
／
木

村
�
090
―
4
4
2
3
―
2
8
3
9

■
会
員
絵
画
展
示
（
30
号
以
上
の
大
作
）

『
桶
川
市
美
術
会
』

11
月
24
日
㈭
〜
27
日
㈰
10
時
〜
17
時
／
市

民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
無
料
／
藤
澤

�
728
―
4
3
6
4

■
や
さ
し
い
相
続
の
話
『
田
舎
会
』

11
月
25
日
㈮
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
／
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
予

約
不
要
）
／
200
円
（
資
料
代
）
当
日
集
金

／
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
進
呈
。
セ
ミ
ナ

ー
の
後
、
遺
言
・
相
続
の
無
料
相
談
あ
り
。

※
一
般
の
人
向
け
の
や
さ
し
い
講
座
で
す

／
小
杉
�
781
―
7
5
0
8

■
第
31
回
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
『
桶
川

市
民
謡
連
盟
』

11
月
26
日
㈯
10
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

／
市
民
ホ
ー
ル
／
200
人
／
無
料
／
山
田

�
786
―
6
0
7
0

■
発
表
会『
ノ
エ
ラ
ニ
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
会
』

11
月
26
日
㈯
13
時
開
場
、
13
時
30
分
開
演

／
伊
奈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／
無
料

／
当
日
は
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏
も
あ
り
。
ゲ

ス
ト
�
Ｇ
セ
ン
ス
／
ノ
エ
ラ
ニ
事
務
局

�
080
―
2
0
7
5
―
1
2
5
7

■
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

用
・
お
正
月
用
ア
レ
ン
ジ
講
習
会

12
月
2
日
㈮
・
3
日
㈯
（
ク
リ
ス
マ
ス
用

ア
レ
ン
ジ
講
習
）、
16
日
㈮
・
17
日
㈯（
お

正
月
用
ア
レ
ン
ジ
講
習
）
／
ト
メ
リ
ー
セ

店
内
／
各
日
10
人（
申
込
締
切
11
月
27
日
）

／
3
�
0
0
0
円
（
材
料
費
）
／
三
田

�
782
―
7
5
6
5

■
第
59
回
べ
に
花
の
郷
桶
川
市
駅
伝
競
走

大
会
『
桶
川
市
陸
上
競
技
協
会
』

12
月
18
日
㈰
9
時
〜
12
時
（
申
込
締
切
12

月
3
日
）
／
西
中
学
校
お
よ
び
そ
の
周
辺

／
100
チ
ー
ム
／
参
加
費
1
チ
ー
ム
あ
た
り

小
学
生
1
�
0
0
0
円
、
中
学
生
2
�
0

0
0
円
、
高
校
生
4
�
0
0
0
円
、
一
般

6
�
0
0
0
円
／
健
康
で
3
�
0
0
0
ｍ

以
上
完
走
で
き
る
人
／
渡
辺
�
080
―
1
0

5
6
―
7
4
0
6

募
集
し
ま
す

■
木
目
込
み
干
支
講
習
会
『
桶
川
市
美
術

会
』

11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
13
時
〜
17
時
／
桶

川
公
民
館
／
3
�
5
0
0
円
（
材
料
費
）

／
は
さ
み
・
目
打
ち
持
参
。
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

坂
田
裕
紀
方
桶
川
市
美
術
会
（
〒
363
―
0013

東
1
―
6
―
26
）
へ
／
坂
田
�
771
―
6
9

6
9

■
会
員
募
集
『
桶
川
水
墨
の
会
』

第
2
・
第
4
木
曜
日
13
時
〜
17
時
／
桶
川

公
民
館
／
月
額
2
�
0
0
0
円
／
水
沼

�
786
―
0
3
5
5

■
剣
道
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
『
桶
川

剣
道
連
盟
』

①
毎
週
水
曜
日
18
時
〜
19
時
30
分
、
②
毎

週
土
曜
日
14
時
〜
15
時
30
分
、
③
毎
週
日

曜
日
9
時
〜
10
時
30
分
／
サ
ン
・
ア
リ
ー

ナ
剣
道
場
／
入
会
金
2
�
0
0
0
円
、
月

額
2
�
5
0
0
円
（
兄
弟
割
あ
り
）
／
Ｈ

Ｐ
は
「okeken

」
で
検
索
／
土
井
�
772

―
5
0
2
5

■
将
棋
好
き
な
人
大
歓
迎
『
日
本
将
棋
連

盟
桶
川
支
部
』

毎
週
土
・
日
曜
日
13
時
〜
17
時
／
土
曜
・

加
納
集
会
所
、
日
曜
・
桶
川
集
会
所
／
月

額
1
�
0
0
0
円
（
学
生
300
円
）
／
級
・

段
位
の
資
格
取
得
可
。
見
学
自
由
・
入
会

随
時
／
中
瀬
�
772
―
0
1
4
3

■
空
手
の
体
験
教
室
『
桶
川
空
手
道
会
』

毎
週
土
曜
日
17
時
30
分
〜
18
時
30
分
／
サ

ン
・
ア
リ
ー
ナ
／
無
料
／
5
歳
〜
社
会
人
・

経
験
者
も
可
／
剛
柔
流
空
手
道
の
礼
儀
作

法
、
基
本
や
型
、
約
束
組
手
を
学
ん
で
み

た
い
人
を
募
集
し
ま
す
／
森
�
080
―
3
0

9
8
―
0
4
0
6

■
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス
『
大
和
（
や
ま

と
）』

毎
週
木
曜
日
12
時
〜
14
時
／
サ
ン
・
ア
リ

ー
ナ
弓
道
場
／
月
額
4
�
0
0
0
円
／
主

婦
／
初
心
者
大
歓
迎
。
遅
刻
早
退
Ｏ
Ｋ
。

体
験
・
見
学
い
つ
で
も
可
。
お
子
様
連
れ

歓
迎
。
／
田
中
�
080
―
5
4
3
0
―
7
3

4
3
（
留
守
電
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
）

■
日
記
が
わ
り
に
短
歌
を
詠
み
ま
せ
ん
か

『
青
虹
短
歌
会
』

毎
月
第
4
水
曜
日
13
時
〜
16
時
（
8
月
は

第
1
日
曜
日
に
古
典
講
話
会
、
年
3
回
日

曜
日
に
歌
会
も
あ
り
）
／
さ
い
た
ま
文
学

館
研
修
室
／
入
会
金
200
円
、
定
例
歌
会
200

円
、
年
額
2
�
0
0
0
円（
初
年
度
免
除
）

／
初
心
者
大
歓
迎
／
心
に
残
っ
た
事
を

五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
短
い
言
葉
で
遺

し
ま
し
ょ
う
／
上
田
�
786
―
1
3
6
2

1月号の締め切りは、11月10日（木）です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

1月号の締め切りは、11月10日（木）です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

■
投
稿
規
程
（
抜
粋
）

○
投
稿
は
所
定
の
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
政
治
、宗
教
、営
利
、個
人
活
動
な
ど
を

目
的
と
し
た
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

○
開
催
記
事
は
広
く
市
民
一
般
を
対
象
と

し
た
も
の
で
、
同
一
内
容
を
2
回
以
上

掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
募
集
記
事
は
一
団
体
に
つ
き
年
度
2
回

ま
で
と
し
、
連
続
で
の
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

○
申
込
者
は
団
体
の
構
成
員
と
し
、
指
導

的
な
立
場
の
人
は
除
き
ま
す
。

○
個
人
的
な
物
品
の
授
受
に
つ
い
て
は
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。

○
原
稿
の
内
容
は
編
集
の
都
合
上
、
一
部

省
略
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

『広報おけがわ』・『市ホームページ』
広告掲載募集中

お店の商品のPRなどにどうぞご利用ください。
掲載料金
広報（下半段）：縦45ミリ×横87ミリ�10，000円／回
広報（下一段）：縦45ミリ×横177ミリ�20，000円／回
バ ナ ー：縦60px ×横150px �10，000円／月

秘書広報課（☎786－3211）または、
市HPへ。
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青 木 清 掃 株 式 会 社
目
品
業
営 【本　　社】

TEL 
【事業本部】

TEL 

(一社)埼玉県建設業協会会員　(公社)日本下水道管路管理業協会会員　埼玉県公安委員会認定第43000636号

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ご家庭で処理できないゴミがある、側溝が詰まってしまった、土木工事業等
お困りなことがございましたら、お気軽にご相談下さい！皆様のお役にたちます！

・下水道維持管理業【側溝・水路清掃、TV調査、止水工事】
・土木工事一式【上下水道、舗装、浚渫】
・管更生工事
・一般、産業廃棄物運搬処理業・浄化槽清掃・保守点検業

〒363-0015

〒363-0004

埼玉県桶川市南一丁目2番6号

埼玉県桶川市五丁台425番1号
048（775）1551㈹

048（728）8273㈹

桶川市防災情報メール ※受信設定を確認のうえご登録ください。
okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpへ空メール送信

 
■
平
成
28
年
・
11
・
１
発
行
　
■
桶
川
市
長
　
小 

野 

克 

典

■
発
行
／
桶
川
市
役
所
　
　
■
編
集
／
秘
書
広
報
課

（都合により変更したり、当直の専門医が限定される場合があります。）

【診療時間】午前９時～午後５時
【診療科目】医療機関に電話で確認してから、受診してください。

11月のごみ収集日程表
燃やせるごみ

古着・新聞紙・
雑誌・段ボール・
紙パック

紙製の容器
と包装紙

プラス
チック

その他

高崎線東側

高崎線西側

●環境センター（リサイクル推進課） ☎728－1902

3・7・10・14
17・21・24・28
1・4・8・11・15
18・22・25・29

5・19

12・26

4・18

7・21

1・8・15
22・29
3・10
17・24

16

9

11・25

14・28

金属・
ガラス・
乾電池

※第２・第４土曜日は粗大ごみのみを受け入れます。（午前８時30分～11時30分）
※ごみは朝８時までに出しましょう。雨天の場合は、古着の排出は控えてください。
※買い物はマイバッグを使用しましょう。※レジ袋はごみ袋として使用できません。

32

青いカエルと友達になったべに～♪
岩崎康夫さん（加納在住）が、自宅
近くで発見した珍しい青いニホン
アマガエルべに！

青いカエルと友達になったべに～♪
岩崎康夫さん（加納在住）が、自宅
近くで発見した珍しい青いニホン
アマガエルべに！

北足立歯科医師会休日診療所

県救急医療情報センター
☎048－824－4199
緊急に受診が必要なときに診療可能な
医療機関を24時間体制で案内してい
ます（歯科、精神科は除く）。
小児救急電話相談（♯8000）
急いで病院にかかる必要性や、家庭
での処置方法をアドバイスしています。
受付日時：
月～土曜　午後７時～翌朝７時
日曜・祝日および年末年始
　　　　　午前７時～翌朝７時

小児初期救急当番医
診療日時：月～土曜
午後8時～10時（祝日、年末年始を除く）
＜当番医の問合せ＞
埼玉県央広域消防本部
☎048－597－3301（24時間対応）
大人救急電話相談（♯7000）
夜間の急な病気やけがに関して
アドバイスをしています。
■相談時間
月～土曜　午後６時30分～10時30分
日曜・祝日および年末年始
　　　　　午前９時～午後10時30分

鴻巣市赤見台1－15－23
☎048－596－0275
診療日時：日曜、祝日及び８月
13日～15日（年末年始は休診）
午前９時30分～午後０時30分

夜間可

夜間可

夜間可

夜間可

月 日 医 療 機 関 名 診 療 科 目 所在地 ＴＥＬ

11
月

3
日

桶 川 日 出 谷 診 療 所 脳神経外科 桶川市 786-7715

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

いなぎentクリニック 耳、気、放、形外 北本市 048-593-4567

6
日

プ ラ ム の 里 診 療 所 内 桶川市 787-2882

ゆ げ ク リ ニ ッ ク 内、循 桶川市 777-3000

伊 奈 病 院 内、外 伊奈町 721-3692

13
日

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

伊 奈 中 央 病 院 内、胃腸 伊奈町 721-3022

北 本 整 形 外 科 整、皮、リハ 北本市 048-591-8871

20
日

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

鈴 木 医 院 内、小 北本市 048-592-1313

天 地 ク リ ニ ッ ク 内、小、胃 北本市 048-593-1762

23
日

大 谷 記 念 病 院 内 桶川市 728-2411

伊 奈 病 院 内、外 伊奈町 721-3692

北 本 共 済 病 院 内、消、胃、外、
整、泌 北本市 048-591-7111

27
日

豊 田 医 院 内、小、胃、循 桶川市 728-2377

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

吉 田 医 院 内 北本市 048-591-2200


